
藤

岡
保
子

（
一
（
（

三
～

一
九
六
六
）
は
、

現
代

か
な
す

の
最
あ

の
ｔ

き
手
の
一
人
と
識
者

炉
ら
賞
賛
さ
れ
た
書
家
で

す
。
戸
定
歴
史
館
で

は
、
徳
り
昭
武
（
十

Å
代
将
軍
徳
川
。廈
喜
実
拳
）

の
姪
で
あ
り
、
松
戸
徳
り
家

に
大
変

ゆ
炉
り

の

曝

い
彼
女
の
展
覧
会
を
開
催

し
ま
す
。

彼
女
は
明
治
十

六
年
、
昭
代

の
実
兄
で

あ
る

土
屋
挙
直
の
四
女

と
し
て
生
ま
れ
ま
ｔ
た
。
祖

父
は
水
戸
漆

ま
・
徳
川
秀
昭
、
祖
母
は
昭
武

の

生

母
で

も
あ
る
万
里
小
路
睦
子
で

す
。

四
十
歳
を
過
ぎ
て
炉
４
、
彼
女
は
す

の
遠
に

志
を
Å
て
ま
し
た
。
す
に
巧
み
で
あ

っ
た
祖

母

の
影
響
も
あ

っ
た
と
伝
え
４
れ
て
い
ま
す
。
創

作
の
範
囲
は
か
な
ｔ

だ
け
で
は
な
く
、
漆
工
、

梁
色
、
絵
画
な
ど
の
分
野
に
ま
で

及
び
ま
ｔ

た
。

特
定
の
師
に
っ
く
こ
と
な
く
寝
食
を
忘
れ
て
研

鑚
に
励
み
、

つ
い
に
は
現
在

の
皇
后
陛
下
に
書

を

ご
進
講
す
る
零
に
ま
で

浴
し
主
し
た
。

今

回
の
展
示
で
は
、
藤
岡
保
子
と
徳
り
家
の

関
係
を
紹
介
ｔ
、

ご
遺
族

の
皆
様
方
の
ご
協
力

を

い
た
だ
き
、
ほ
と
ん
ど
が
初
公
開
と
な
る
藤

岡
保
子

の
作

品
と
絡
生

彼
女

が
大
切
に
し
て
い

た
松
戸
徳
川
家

ゆ
か
り
の
遺
品
を
紹
介
し
ま

す
。

書
斎
で
の
藤
岡
保
子

戸

定

歴

史

館

企

画

展

現
代
か
な
書
の
最
高
峰

岡藤岡保子書「源氏帖」

藤岡保子・松戸徳川家関係略系図

子

展

主

な
出

品
作

品

藤

岡

保

子

遺

品

「
徳

川

慶

喜

年

賀

状

（
徳

川

昭

武

宛

）
」
、

藤
岡

保

子

書

「
源

氏

帖
」
、
「
誠

こ

め
て
・
：
」
、

藤
岡

保
子

作

「
蒔

絵

箱
」
、
「
染

色
額

」
、

藤
岡

保
子

所
用

筆
、

硯
等

◆

会

期
・：
３
月

８
日

出

～
４
月

６

囗

㈲

◆

会

場
上

戸
定
歴

史
館

展
示

室

◆

入

館
料
：
≒

般
百

五

十
円
（
百

二

十
円

）
、
高

校

・
大

学
生

百
円
（
八

十
円

）
、

小

・
中

学
生

五
十
円

（
四

十
円

）

※
戸

定
邸

と

の
共

通
入

館

券
は

そ

れ
ぞ

れ
一

般
二

百
四

十
円

（
二
百
円

）
、

高

校

・
大
学

生
百

六

十
円
（
百
二

十
円

）
、
小

・
中

学

生
八

十
円

（
六
十
円

）
。

◆
入

館

時
間

…
午

前
９

時
3
0分
～

午

後
４

時
3
0分
（
午
後

５

時
閉
館

）

◆

休
館
日

…
月

曜

日

圜
戸

定
歴

史
館

昔
3
6
2
・
2
0
5
0

任
期
満
了
に
伴
う

4/13

千
葉
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
は

松戸市選挙区の定数

県下全体の定数

告

示

日

…

４

月

４

囗

窗

投

票
日
・
：
４

月
1
3
日

㈲

投

票
で

き

る
人
・：
昭

和
5
8
年

４
月

1
4日

ま

で

に

生

ま

れ
、

平

成
1
5
年

１

月

３

日

ま

で

に
松

戸

市

に

転
入

の

届

け

出

を

し

て

引

き

続

き

居

住

し

て

い

る
人

。
県

外

に

転
出

し

た

人

は
投

票

で

き
ま

せ

ん

。

※
平

成
1
5
年

１
月

４

囗
以

降

に
県

内

の
他

の
市

区

町

村

か

ら

松

戸

写真上＝藤岡保子作「蒔絵箱」

写真下＝藤岡保子遺品

「徳川慶喜年賀状（徳川昭武宛）」

写真左＝藤岡保子座右の銘「誠こめて…」

※松戸市選挙区の定数は7 です。

県下には47 の選挙区があり、

県下全体の定数は98 となりま

す。

市

に
転
入

の
届
け

出
を
し
た

大

や
、
県

内
の
他
の
市
区
町
村

に

転
出
を
予
定
し
て

い
る
人

の
投

票

に
つ

い
て
は
お
問

い
合

わ
せ

く
だ
さ

い
。

隨
市

選

挙

管

理

委

員

会

事

務

局

登
3
6
6。

７

９
り
８

β０

市
役
所
へ
は
電
車
・
バ
ス
で

２
月

か
ら
３
月
に
か
け
て
は
市
役
所
駐
車
場

は
大

変
混

雑
し

ま
す
。
市
役
所
へ
は
電
車

・
バ
ス
等
で
来
庁
ぐ

だ
さ
る
よ
う
、

ご
協
刀
を
お
願

い
し
ま
す

。

麭
管

財
課
庁

舎
管
理

係

公
3
6
6
・
7
3
1
6

人口と世帯

人口471,288 人 ［十　53］
男237,007 人　卜　93 ］
女234,281 人 ［+ 146 ］
世帯189,573 世帯［-　29 ］
※平成12 年国勢調査の確定値を基準とし

て集計した常住人口です。

主な内容

春の火災予防運動　　　　　 ②

障害者福祉センターふれあい教室

参加者募集　　　　　　　　 ③

清流復活に向けて　　　　 ④⑤

情報チャンネル　　　　　 ⑥⑦

藤

保

4
月
1
3
日
日
が
投
票
日
の
予
定
で
す



春
の
火
災
予
防
運
動

全
国
統
一
防
火
標
語
　
消
す
心
　
置
い
て
く
だ
さ
い
　
火
の
そ
ば
に

３

月

１

日

出

か

ら

７

日

窗

ま

で

の

一
週

間

、
全

国

一

斉

に

「
春

の

火

災

予

防

運

動

」
が
行

わ

れ

ま

す

。

松

戸

市

の
平

成
1
4
年

中

の

火

災

発

生

状

況

は

、
火

災

件

数

が
百

四

卜

四

件

、
死

者

六
人

、

負

傷

者

二

ト

ー
人

、
損

害

額
二

億

三

百
万

円

と

な

っ
て

い
ま

す

。

火

災

原

因

は

、「
放

火

・
放

火

の

疑

い
」

が
四

十

七

件

で

一

位

、

続

い
て
「
コ

ン

ロ

」
、「

た

ば
こ

」
の
順

と

な

っ
て

い
ま

す

。

圜

消

防

局

救

急

防

災

課

指

導

担

当

昔
3
6
3・
1
1
1
6

放

火

さ

れ

な

い

・

さ

せ

な

い

環

境

づ

く

り

ｅ
家

の
周
り

に
燃
え

や
す

い
物
を

置
か
な

い
。

薪

聞
・
チ

ラ
シ
等
）

嫐
ゴ
ミ
は
、
収

集
日

の
朝
に
出
し

ま
し

ょ
う

。

や
物
置

や
倉
庫

に
は
、
カ
ギ
を
か

け
ま
し

ょ
う

。

火

災

を

防

ぐ

習

慣

ｌ

ｅ
調
理
中

の
コ

ン
ロ
か
ら
離
れ
な

い
。
離
れ

る
時
は
、
必

ず
消

す
。

ｅ

寝
た

ば
こ
を
し
な

い
。

ゆ
コ
ン
セ
ン
ト
に
ホ
コ
リ

を
溜

め

な
い
。
タ
コ
足
配
線

は
し

な
い
。

ｓ

暖
房

器
具
の
そ

ば
で

洗
濯
物
を

乾
か
さ
な

い
。

消

火

用

具

を

準

備

し

ま

し

よ

’つ

Ｉ
。

被
害
を
少
な
く
す

る
に
は
、
初

期

消
火
が
決
め
手
で
す

。

い
ざ
と

い
う

時
の
た
め
に
消
火
器

等
を
準

備
し

て
お
き
ま
し
ょ
う

。

な
初
期
消
火
の
限
界

は
、

大
井

に

火
が
届

く
ま
で
。

ｅ
避
難
す
る
時
は
、
速

や
か
に
！

煙

か

ら

の

避

難

方

法

り
建
物
内
に
煙

が
充
満
し

て
い
た

ら
床

上
十
五

勹
以
内
に

顔
を
埋

め

て
避
難
す
る
。

お
息
を
止
め
て
一

気
に
逃
げ

る
。

蔡（

ン
カ
チ

・
夕

オ
ル
等
を
囗
に
あ

て

避

難

す

る
。日頃から火災を防ぐ習慣を身につけましょう

飃

訪

問

業

者

に

よ

る

悪

質

な

消

火

器

点

検

・

販

売

に

ご

注

意

！会
社

・
店
舗
に
契
約
業
者
を
装

い
、

一
般
住
宅
に
は
消
防
職
員
を

か

た
っ
て
消

火
器
点
検

・
唇

冗
を

行

っ
悪
質
な
訪
問
業
者
が
い
ま
す
。

全
国
各

地
で
高
額
被
害
や
契
約
ト

ラ

ブ
ル
が
多
発
し
て

い
ま
す
の
で

十
分

ご
注
意
く
だ
さ

い
。

煙の速さは、横方向に毎秒0.3～0.8メートル、

上方[古]に3～5 メートルと横方向には遅く 、上方

向には、人の歩行速度の数倍の速ざかあります。

火災の煙には、さまざまなガスが含まれてい

ます。最も危険なのは一酸化炭素で、空気中の

約1.396 の量で、人は1 分から3 分で死に至って

しまいます。

つぼみ保育園幼年クラブの園児たちが描いた

防火ポスター展

見に来てくださいね//

3月1日出～15 日出

（火曜日を除＜）午前

9時～午後5時 （入館

は午後4時30 分まで）

会場…千葉県西部防

災センター

内容…つばみ保育園

幼年消防クラブの園

児20 人による防火をテーマにしたポスター展

費用…入館無料

圖二十世紀が丘消防署予防担当登392 ―0119

単位: ∩g-TEQ/Nm3

（　）内は平成13 年度の測定数値です。

排出ガス

施設名 測定日 測定結果

ク リ ー ン セ ン タ ー
1号炉 9/2ﾜ 0.19 (0.55)

2号炉 9/26 0.32 (0.2∠1）

和 名 ケ 谷 ク リ ー ン

セ ン タ ー

1号炉 ﾜ/5 0.01未満(0.01 未満)

2号炉 ﾜ/5 0.01 (0.01未満）
R毋 炉 ﾜ/ ら ∩∩ICnnl 夫 澑 う

藹 ク リ ー ン セ ン タ ー 敷 地 内 土 壌 の ダ イ オ キ シ ン 類 濃

度(9 月26 日 測 定) は 、北 側 で6 頸9 一丁匚Ｏ/9 、西 側 で

5.9pg-l｢EQ/g で し た( 環 境 基 準 は1,000pg コ(EO/9) 。

(注)  ng  (ナノグラム) =g( グラム)の10 億 分 の1  (10 今 を 表 す

p9( ピコグラム)＝ 引 グラム)の1 兆 分 の1  (10 月 を 表 す

TEQ= 毒 性 等量

Nm3 ＝O ℃ 、1気 圧 に 換 算し た 状 態の 気 体1 ぼ を 裹 す

平成 糒年度の市内ごみ焼却施設の排出ガ

ス中のダイオキシン類測定結果は、右表の

とおりでした。今後も毎年1 回、ダイオキシ

ン類を測定して公表します。

市内のごみ焼却施設では 、法に基づ＜維

持管理基準を順守した運転管理を行ってお

り 、排出ガス中の濃度も平成 鍋年12 月１日

から適用された国の基準を十分満たし てい

ます。

なお、クリーンセンター敷地内の土壌の

ダイオキシン類も測定し ましたので 、併せ

てお知らせします。

國クリーンセンター管理係S384-31 巧 、

和名ケ谷クリーンセンター管理係S392-

1118

要

な
証
明
圭
星
寸
の
交
付

が
受

け

ら
れ
ま
せ
ん
。

申
告
を
し
な
く
て

も
よ
い
人

給
与
所
得
の
み
で
、
勤
務
先

か

ら
給
与
支
払
報
告
書

が
市

役
所

に

提
出
さ
れ
、
住
民
税

が
天
引
き

さ

れ
る
人

（
勤
務
先
で
確
認
し
て
く

だ
さ

い
）
　・
所
得
税

の
確
定
申

告

書
を
提
出
す
る
人

※
給
与
所
得
以
外
の
所
得

が
一
千

万
円
以
下

の
人
は
、
確
定
申

告

の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
市

・
県
民
税

の
申
告
は
必
要

で
す

。

準
備

す
る
も
の

①

収
支
の
わ
か
る
帳
簿
等
②
源

泉
徴
収
票

・
給
与
明
細
書

・
支
払

調
圭
星
寸
③
平

成
Ｈ
年
中
に
支
払

っ

た
健
康
保
険
料

・
国

民
年

金
保

険

料

・
介
護

保
険
料

・
生
命
保
険
料

・
損

害
保
険
料

・
医
療
費
な

ど
の

松戸警察署、松戸東警察署、松戸市安全課からのお願い

ひったくり・車上ねらいにご用心!!

重 次靡重 する鏗 比 重内/こ蛋龠 や乕重涵ぱ澀力･な口よ う/こ６ まし とう。

領
収
書
ま
た
は
証
明
書
④

印
鑑
⑤

配
偶

者
の
収
入

が
わ
か
る
も
の

受

付
日

時

３
月
1
7口

丱
ま
で
の
午
前
８
時

3
0分
～
午

後
５

時

（
土

・
日
曜
口

を
除
ぐ
）

受

付
場
所

市

役
所
本
館
二

階
大
会
議
室

・

各
支
所
］（
た
だ
し

３
月

３
日
丱

か

ら
常
盤
平

・
新

松
戸

・
小

金
原
支

所
は
市
民
セ
ン
タ
ー
に
な
り
ま
す
）

※
郵
送
に

よ
る
申
告
も
受

け
付
け

ま
す

が
、
申

告
書
に
必
ず
電
話

霄

歹
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
（
控

え

が
必
要

な
人
は
、
返
信
用

封

筒
に
切
手
を
張

っ
て
同

封
し
て

く
だ

さ
い
）
。

※
期
間
中

は
駐

車
場
が
大
変
混
雑

し
ま
す

。
車

で
の
来
庁
は
ご
遠

慮
ぐ
だ

さ
い
。

あ
な
た
の
健
康

糖
尿
病
に
関
す
る
検
査

近
年

、
患
者
数
が
急
増
し
て

い
る
の
が
生
活

習
慣
病
の
一

つ

で
あ
る
糖
尿

病
で
す
。
そ
の
数

七
百
万
人

以
上
と
も

い
わ
れ
て

い
ま

す
。
糖
尿

病
予
備
軍
を
も

含

め
る
と
千
四
亘

力
太
近
く

い

る
と
考
え

ら
れ
、
さ
ら
に
増
え

続
け

る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

ブ
ド
ウ
糖
は
脳
や
全
身
の
臓

器
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
重

要

な
物
質

で
す
が
、
血
液
中
に

ど
の
く
ら

い
含
ま
れ
て

い
る
か

が
問

題
で
、
こ

れ
が
血
糖
値
で

す
。
糖
尿

病
の

検

査

①

尿

検

査

尿

糖
検
査
で
尿
に
糖
が
出
て

い
れ
ば

十
以
上
で
表
示

さ
れ
、

糖
尿

病
か
腎
性
糖
尿

が
疑
わ
れ

ま
す

。

普

通
、
血
液
中
の
糖
は
尿
中

に
排

泄
さ
れ
な

い
よ
う
に
腎
臓

は
働

い
て

い
ま
す
が
、
尿
糖

十

で
も
必
ず
し
も
糖
尿
病
と
は
限

り
ま
せ

ん
。
体
質
的
に
腎
臓
か

ら
糖

が
漏

れ
て
し
ま
弓
人

（
腎

性
糖
尿

）
が
あ
り
、
こ
れ
は
病

気
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
ら

を
区
別
す

る
に
は
血
液
検
査
が

必
要

で
す

。

②

生

化

学

的

血

液

検
査

血

液
中
に
含

ま
れ
る
ブ

ド
ウ

糖

（
血
糖
）
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す

が
、

そ

の
利
用

の
た
め
に
は
膵
臓
か

302

ら
分
泌
さ
れ

る
イ

ン
ス
リ

ン
と

い
う

ホ
ル
モ

ン
の
働
き

が
必
要

で
す
。
糖
尿
病
は
こ

の
イ

ン
ス
リ
ン

が
必
要
な
だ
け
分
泌

さ
れ
な
い

か
、
分
泌
さ
れ
て
も
そ

の
作
用

が
弱

か
っ
た
ぼ
才す

る
と
、

血
液

中
の

ブ
ド

ウ
糖
濃
度

が
高

ま
り

ま
す
。
ま
た
、
血
液
中

で
糖
質

と
結
合
し
て

い
る
特

殊
な
ヘ
モ

グ
ロ
ビ
ン

が
あ
り
、
こ

れ
を

グ

リ
コ
ヘ
モ

グ
ロ

ビ
ン
Ａ
ｌ

Ｃ
と

呼
ん
で

い
ま
す

。
こ

の
値

は

Ｉ

～
二
力
且

則
の
血
糖

値
と

よ
く

相
関
し
て

い
る
の
で
、
糖
尿

病

に
な
る
と
こ
れ

が
増
し
、
そ

の

診
断
に
役
立
ち
ま
す

。

糖
尿
病
は
進
む
と
多
尿

、
囗

の
渇

き
、
多
飲
、
だ

る
さ
、

や

せ
等

特
有
の
症
状

が
出
、

さ
ら

に
進
む
と
昏
睡
に
お
ち

い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す

。

こ

の
他
、
合
併
症
と
し

て
動

脈
硬

化
を
促
進
さ
せ
、
虚

血
性

心
疾
患
、
脳
血
管
障
害
、

糖
尿

病
性

神
経
障
害
、
腎

症
、
網
膜

症
等
多
く
の
合
併
症

が
あ
り

、

こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
松
戸

市
で
行
わ
れ
て

い
る
年
一

回
の

基
本
健
康
診
査
（
四
十
歳
以
占

を
受

け
、
疑
わ
し

い
場
合

に
は

さ
ら
に
次
の
検
査
を
進

め
、
早

期
に
発
見

す

る
必
要

が
あ
り

ま

す
。

建
築
物
防
災
週
間
中
、
防
災
査
察
を
行
い
ま
す

３
月
１
日
出
～
７
日
脂
は
建
築
物
防
災
週
間
で
す
。
期
間
中
、
市

で
は
病
院

・
デ
パ
ー
ト

・
ホ
テ
ル

・
学
校
等
の
特

殊
建
築
物
を
対
象

に
、
防
災
査
察
を
行

い
ま
す
。

安
全
な
街

づ
く
り
の
た
め
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を

お
願

い
し

ま
す

。

固

建
築
指
導
課
指
導
係

登
3
6
6
・
7
3
6
8

市・県民税の申告は

固市民税課0366 一7322

申
告
を
す
る
人

平

成
1
5年

１
月

―
囗
現
在

、
市

内
に
住

ん
で
い
て
、
平

成
1
4年

中

に
所
得

が
あ
っ
た
人

や
退
職
し

た

人
な

ど

※
所
得

が
な
く

、
ど
な
た
の
扶
養

に
も
な

っ
て
い
な
い
人
も

、
申

告
を

お
願

い
し

ま
す
。
申

告
を

し
な

い
と

、
各

種
手

続
き

に
必

3月17日(

月)

3/1(

土)

～7(金

)

豆知識　 火災の煙は恐い ／

～測定結果をお知らせします～

ご み焼却施設の
ダイオキシン類

参考　国の基準（上記施設共通）

1∩9一ＴＥＯ/Nm3 （平成14年12月旧 から）

※有効数字2 けた、小数点以下は第2 位まで表記（小数

点以下第3 位を四捨五入）

までです

（
松

戸

市

医

師
会

）

痘靫車の前カゴ/こバックや貫い物袋を穉瞿する屏は。現金や貴重

湎/ま、λ 衣ないようにしましょう。

自転車の前カゴには、防護ネットをつけましょう。

松戸警察署登369-0110 、松戸東警察署公3∠L9一〇110、市安全課登366-ﾜ3 ∠囗



障害者福祉センターでは、障害を持っている人を対象に創作活動や機能訓練を行うふれあ

い教室を開催します。∠E月からのふれあい教室にぜひご参加ください。

､､対象‥･市内在住で障害者手帳を持っている人、またはそれに準ずるおおむね18 崕以上の人

川井敏久

市長室・発

○新京成五香駅から徒歩13 分

Ｏ新京成常盤平駅、JR 武蔵野線新八柱駅・新

京成八柱駅前から新京成パス牧の原団地行き

で、「牧の原団地」下車徒歩3 分 （新八柱駅 一

八札駅前からは 、一部ノンステップバスが運

行されています）

運行時刻等問い合わせ…新京成電鉄松戸営業

所O387-0388

※機 能訓練( ふ れあいリハビリ) の申し 込みがで

ざるのは 、医療的な管理が終了し たおおむね

18歳 以上65 歳未 満の人で､ ほ かの施設などで

訓練を受 けていない人( 介護保険対象者は除

く) で す。

､期 間…3 ヵ 月～6 ヵ 月間

｡定 員…各15 人 程 度( パ ソコン ・さ をり織り

は各5 人 程度)

､費 用 …材料代 ・消耗品代が必要です。

※すでに講座に参力[]し ている人や待機中の人も 、

再度申し 込みが必要です。

匣 直 接 、または電話 ・ファク スで 、住 所 ・氏

名 ・年 齢 ・電 話( フ ァク ス) 番 号 ・障 害の種

類 一等級を記入し て 、健康福祉会館障害者福祉

センターH383 ―7111M383 ―｢7810 へ

ふれあい教室一覧

予算編成を終えて

講 座 名 曜　日 時　　間 内　　　　容

創作活動

陶芸Ａ 第卜3 月曜日 午後2時～4時 器・皿・花瓶などの基本的な作り方

陶芸Ｂ 第2・4金曜日 午後2時～八時 づ 股的な陶芸のほか自分のイメージを形に する

生け花 第1・3月曜日 午後2時30分～4時 季節の花の生け方

書道Ａ 第1・3火曜日 午後2時30分～4時 いろいろな文字を書＜楽しさを知る

書道Ｂ 第2・4火曜日 午前10時～11 時30分 お し ゃ べ り を 楽し み な が ら 文 字 を 書 ＜

絵手紙 第1・3水曜日 午後2時～4時 絵手紙の書き方、楽しみ方

手工芸 第1水曜日 午前10時～正午 和紙や生地を 使い､ 季節に あ つた飾り 物作り

レザークラフト 第卜3 木曜日 午前10時～正午 革を使って小物を作る

バ ー ド カ ービ ン グ 第2・∠1木曜日 午後IE持～3時 柔らかい木を使って野鳥を作る

さをﾘ 織り 第卜3 金曜日 午前10時～正午 手織りの素朴さを楽しむ

ゅび編み・手芸 第1・3金曜日 午後2時～八時 指先 を使 ってリ ハビ リを兼 ねた 編み物 一手 芸

墨絵 第2・∠1日曜日 午前10時～正午 墨絵の描き方、楽しみ方

スポーツ・レクリエーション

ふ れ あ い コ ー ラ ス 第1・3月曜日 午前10時30 分～正午 大 きな 声 で 歌う 楽し さ を 知 る( 童 謡 ぽ か)

ふ れあ い社交 ダン ス 毎週木曜日 午後1時～八時 楽しくダンスを覚える

カローリンゲ 偶 数 月第2 土 曜日 午前10時～正午 室内で行うカｰﾘﾝ ｸﾞに似たレクリエーション

車いすダンスＡ 第1・3日曜日 午 前 月 時～ 午 後O 時30 分 車いすでダンスを楽しむ

車いずダンスＢ 第2土曜日 午後2時～八時 車いすでダンスを楽しむ

ふれ あい 卓 球･ 親子 第1・3日曜日 午後1㈲～3時 卓 球 を 楽し みな がら 親 子 で 体 を 動 か す

ふ れ あい 卓 球･ｲ 固人 第1・3日曜日 午後3㈲～5時 卓球を楽しみながら覚える

社会適応訓練

パソコンＡ 毎週月曜日 午前10時～正午 中級者コース（期間3ヵ月）

パソコンＢ 第卜3 火曜日 午前10時～正午 初心者コース（期間6ヵ月）

パソコンＣ 毎週木曜日 午前10時～正午 初心者コース（期間3ヵ月）

パソコンＤ 毎週上曜日 午前10時～正午 中級者コース（期間3ヵ月）

パソコンＥ 第1・3土曜日 午後1時～3時 初心者コース（期間6ヵ月）

パソコン「 第1・3日曜日 午後2灣～4時 初心者コース（期圉6ヵ月）

機能訓練　※申し込み後に面接（日時は後日連絡）のうえ決定

ふれあいリハビリ
毎週月曜日

毎週水曜日
午後1時～∠旧韵O 分

個別リハビリ

集団 リ ハ ビ リ( 月1[亘]か ら3 回 程 度)

その他

朗読をきくかい 第2水曜日 午前10時～11時30分 松戸朗読奉仕会による朗読を圈く

囲碁･ 将棋･ オセロ 毎週金曜日 午後1時～5時 みんな一緒にゲームを楽しむ

４

囗
、
平

成
1
5年

度

の
予
算

案
を

ま
と

め

る
た

め
の

ヒ
ア
リ

ン
グ
が
終

わ
り
ま

し
た

。
例
年

以
上

に
厳
し

い
経

済
情

勢
に

お

け

る
編
成
作
業
で
、
心
中
は
「
福

は
内

、
鬼

は
外
」

と
叫

び
た

い

気

持
ち
で

い

っ
ぱ

い
で
し

た

。

一
般
会
計

で

一
千

百
三

十
三

億

一
千
万
円

、
前

年
度

比

∇

六
％

増
、

特
別

・
企
業
会

計
を予算編成室でのヒアリング

合

わ
せ
て

、
二
千

二
百

五
十
億

六
千

六
百

五
十
三
万

八
千

円

、

前
年

度
比

ｙ

九
％

増

の
当

初

予
算

案
と

な
り

、
３
月

の
市

議

会

で
審

議

い
た

だ
き
ま

す
。

予
算

規
模

は
人

き
く

な

っ
て

い
ま
す

。
し

か
し
、
こ

れ
は
景

気

の
低
迷

な

ど
で
生
活

に
（

ン

デ
ィ

キ

ャ

ッ
プ
を
負

わ
れ
た
方

へ
の
支

援
な

ど
、
行
政

と
し

て

減

ら
す
こ

と

の
で
き
な

い
予

算

が
、
激

増
し
て

い

る
か
ら
で
す

。

そ

の
た
め
、

今
年
４
月

か
ら

ス

タ

ー
ト
す

る
総
合
計
画

第
二

次

実
施
計

画
を

実
現
す

る
た

め

に

必
要

な
予
算

の
確
保

に
は

、

本

当
に
苦

慮
し

ま
し

た
。
現

時

点

で
は

、
計
画

期
間

の
五
年
間

で

三

白
億

円
を

超
え

る
財
源
不

足

が
見
込

ま

れ
て

い
ま

す

。

今
年

度
で
、「
松
戸
市

財
政
改

革
計

画

（
財
政

危
機

突
破

プ
ラ

ン
）
」
は
、
四
年

問

の
重
点
期
間

を
満
了

し
ま
す

。
し

か
し
、
景

気

の
低

迷
は
、

当
初

の
想
定

を

上
回
り

、
市
民

の
皆

さ
ん
と
共

に
策
定

し
た

総
合
計
画

の
着
実

な
推

進
の
た

め
に
は

、
こ

れ
ま

で
以
上

の
思

い
切

っ
た
改
革

が

必
要

で
す

。
1
0月
を

目
途
に

、

新
た

な
行
財
政

改
革

計
画
を

策

定
し

、
強
力

に
断
行

し
て
参
り

ま
す

。
さ
て
、
今
年

は
、

全
国
的

に

イ

ン
フ
ル

エ
ン

ザ
が
猛
威
を

ふ

る

い
ま
し
た

。
松
戸

市
で

は
、

法
改
正

に
先
駆

け
、
1
3年
1
0月

か
ら

、
高
齢

者
を
対

象
と
し

た

イ

ン
フ
ル

エ
ン

ザ
予

防
接
種

を

行

い
、
今
年

も
大
変

多
く

の
方

が
接
種

さ
れ

ま
し

た
。
ま

た
、

４
月

か
ら
は

、
乳
幼
児

の
医
療

費
助
成

を
よ
り

利
用
し

や
す

い

制
度
に

し
ま

す
。

い
ず

れ
も

、
財
政

的
に

は
大

き
な
負

担
と

な
り

ま
す
が

、
市

民
生
活

の
安

全

・
安

心
に

直
結

し
た
各

種
施

策

・
事

業
を
最

優

先
さ
せ

ま
し

た
。

さ

ら
に
、
元

気

な
高
齢

者
の

活
動
拠

点
と
し

て

の
「
シ

ニ
ア

交
流

セ
ン

タ
ー
」

の
建
設

の
着

手
、

ま
た
、
市

制
施

行
六

十
周

年
記
念

事
業

の
一

つ
と
し

て
、

「
健
康

オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
」
開
催
も

予
算
案

に
盛
り

込

み
ま
し

た
。

六

十
周
年

、
人
に

例
え

れ

ば
、

還
暦

で
す

。「
健

康
寿

命
」
日

本

一
を
目

指
し

て
、
市

民
の

皆
さ

ん
と
共

に
、
元

気

に
市
政

の
運

千
葉
県
で
は
、
自
閉
症
等

の
特

有
な
発
達
障
害
を
有
す

る
障
害
児

（
者

）
お

よ

び
そ
の
家

族
等

に
対

す
る
支
援
を
行
毋
拠
点

と
し

て
、

「
千

葉
県

自
閉
症
・
発
達
障
害
支
援

セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ

れ
に
よ
り
、
二
十
四
時
間
体

制

の
総
合

的
な
支
援
を
行

つ
こ
と

が
可
能
に
な
り
、
自
閉
症
児
（
者
）

等
の
福
祉
の
向
上
と

バ
リ

ア
フ
リ

ー
を
図

る
こ
と
が
で
き
ま
す

。

セ
ン
タ
ー
の
相
談
支
援
内
容

①

白

閉

症

児

（
者

）

等

お

よ

び

そ

の

家

族

等

に

対

す

る

相

談

支

援

②

自

閉

症

児

（
者

）

等

お

よ

び

そ

の

家

族

等

に

対

す

る

療

育

支

援

③

自

閉

症

児

（
者

）

等

に

対

す

る

就

労

支

援

④

関

係

施

設

お

よ

び

関

係

機

関

等

に

対

す

る

普

及

啓

発

活

動

お

よ

び

研
修

ご
利
用

く
だ
さ
い

千
葉
県
自
閉
症
・
発
達
障
害
支
援
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

セ
ン
タ
ー
の
名
称
と
所
在
地

等①

本

部

名

称

・
：

千

葉

県

自

閉

症

・

発

達

障

害

支

援

セ

ン

タ

ー

所
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営
に
取
り

組

ん
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参
り

ま
す

。

市 民 の 皆 さ ん の 声 を 直 接 お 聞 き す る た

め 、市 長 室 直 通 の フ ァ ク ス と 、市 長 専 用

の メ ー ル ボ ッ ク ス を 設 置 し て い ま す 。

市 政 に 関 し て 感 じ て い る こ と や 建 設 的

な ご 意 見 を お 寄 せ く だ さ い( で き れ ば 、

連 絡 先 を お 書 き 添 え く だ さ い) 。

F  AX366 ―2301

メ ー ル ア ドレ ス

mayor.matsudo@intership.ne.jp

(1月末現在の受信件数)ファクス886件､メール1,304'件

現在の国民健康保険被保険者証と国民健康

保険退職被保険者証の有効期限は3 月31 日ま

でです。

該当する世帯には、3月1ワ日（予定）に新

しい被保険者証を発送します（一部世帯を除

く）力゙ 、入院中の病院 、入所中の施設への郵

送を希望する人はご連絡ください（他のとこ

ろへは郵送できません）。

また、この時期に家を留守にするなどで 、

郵送を希望しない人は 、保険課までお申し出

ください。

※新しい被保険者証は届き次第使用できます

が、退職被保険者証については4月１日から

有効です（負担割合が変更になるため）。

※旧被保険者証は 、保険課・支所にお返し＜

ださい。

圜保険課資格給付係s366 ―ﾜ353
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国民健康保険被保険者証が

更新になります

市
立
松
戸
高
校
入
学
学
力
検
査
の
得
点
と
調
査
書
を

開
示
し
ま
す

No.101

予
算
編
成

終
へ
し
窓
辺
に

春
の
月

４月からの

障害者福祉センターふれあい教室
参加者を募集します

障害者福祉センター

ふれあい22( 健康福
祉会館)3 階



平成8 年度から12 年度までに実施された

「清流ルネッサン ス21 計画」により、坂川

の水質は国の環境基準を下回るまで改善

し､ 近年では魚や鳥の姿も多＜見られます。

次の段階とし て、平成22 年度を目標年

次に､流域市民の意見を反映させた「清流ル

ネッサンスＨ」（第二期水環境改善緊急行

動計画）を策定しました。

水量の維持・復活や水辺空閂の整備等、

河川環境の向上を市民と行政のパートナー

シップのもと、目指していきます。

坂川 ・弁天橋（古ヶ崎）

ＢＯＤ濃度・75 ％値

新坂川・さかね橋（根本）

ＢＯＤ濃度・75 ％値

江戸川・栗山浄水場

取水口（下矢切）

ＢＯＤ濃度・75 ％値

入園資格市内に住所があり、平成9

年4月２日～10 年4月１日の問に生まれ

た幼児　保育期間1年保育　募集定員

ﾜO人　受付場所中部小学校附属幼稚園

(松戸2062)　 持ち物幼児の住民票1

通と印鑑　費用制服・帽子代・学用品

等＝約10,000 円、入園料=  3,000円

(入園時)､保育料=6,000 円( 毎月)､給

食費・絵本代等＝約5,000円( 毎月)

※入園面接の日程については受け付け

のときにお知らせします。

圜教育委員会学務課学務係:Q366 ―ﾜ4

5ﾜ 、中部小学校附属幼稚園登363-25

69

清流復活に向けて
川に生き物が戻ってきました

近年､市内河川でもさまざまな生き物が見られるようになり、

散策や魚釣りが楽しめる場所が増えてきました。環境学習とし

て川をテーマに取り上げる小中学校も増えてきています。

川は私たちに憩いと安らぎの場所を与えてくれるとともに、

多くの魚や鳥、水草などの生き物を育みます。

しかし、一部の河川では、まだまだ汚れが目立つのも現状で

す。これは生活排水が川に流れ込むのが原因です。

汚れた水は巡り巡って再び家庭に戻ってきます。一人ひとり

が注意し、さらに川をきれいにしたいものです。

固河川清流課容366  1152

坂川流域

市内河川流域図
手賀沼は、2ﾜ 年連続全国湖沼ワースト1 でし

たが、千葉県や松戸市を含む流域自治体が一体

となり導水事業や浄化対策を進めてきた結果、

ようや＜改善の兆しが見えてきました。

上大津川やその支流でも 、下水道の整備や生

活排水対策指導員による家庭でできる浄化対策

の実践普及啓発活動などにより 、汚水を減らす

対策を引き続き行っていきます。

また、かつでの手賀沼の豊かな環境の再生を

はかるための計画の策定が進められています。

手賀沼流域

大津川・上沼橋（沼南町）

ＢＯＤ濃度・75％値

９流域…地上に降った雨が、あるひと

つの川に流れ集まる範囲を示します。

４ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）…

水中の汚れを微生物が分解してきれい

にするのに必要な酸素の量をいいま

す。数値が大きいほど汚れています。

･  75% 値…例えば、100 の調査値が

あれば、水質の良い順に並べた場合75

番目にくる数値です。通常では、平均

値より大きな数値になります。全国的

に環境基準の評価を示す数値として使

われます。

松戸市の調査地点である秋山弁天橋（環境基準補助地点）の水質

は、若干の変動はあるものの改善傾向にあります。

市では多自然型の川にするための改修工事と下水道の整備を進め

ています。改修工事が完了した区間では、地元の小中学生が国分川

をフィールドに動植物調査などの総合学習を行うことができるまで

に自然が回復してきました＝写真＝。今後も地域の皆さんとともに、

親しみを感じる川づ＜リを目指していきます。

国分川・秋山弁天橋（秋山）

ＢＯＤ濃度・75 ％値

生物調査をする第五中学校の生徒たち
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上＝ふれあい松戸川（江戸川の水を、安全で良好な水質

にするため坂川の水を浄化後、江戸川下流域にバイパス

する水路）

左＝魚の戻った新坂川で環境学習をする馬橋小学校の児

童たち

手賀沼流域
坂川流域

真関川流域

平成15年度

市立中部小学校附属幼稚園の

新入園児を再募集します

一口メモ

真関川流域



市制施行６０周年・文化会館開館10 周年記念事業

８月４日(月

)

小澤征爾コンサート
会場…森のホール21大ホール

コンサ ートの詳細につい ては、4月上旬に決まり ます。決まり 次第 、

広報 まつどおよび森のホール21 ホームペ ージでお知らせします。

※こ れにと もない森 のホール21 は、8 月５日㈹が臨時休館となります。

固社 会教育課S366-7462

市民ミュージカル｢がんばれポッチー物語｣

日時…3月15日（士）午後4册から

会場…森のホール21大ホール

講師…ラツ半イ池田

対象…市内在住・在勤・在学の人

費用…無料

圃３月５日伽〔必着〕までに、往復ハガ

半に住所・氏名（フリガナ）・年齢・電

話番号・返信用あて名を記入して、〒

270-2252 松戸市千駄堀646 の4森の

ホール21 内　厠松戸市文化振興財団( ≫38∠1－2221 ）へ

讖http://ｗｗｗ.morinohall21.ｃｏｍ

E-JAM2003

参加資格…①演奏楽曲は1 曲以上のオリジナル曲（複数曲の場合は、カバーも可）

②アコースティックを主体とした演奏形態であること（エレクトリック楽器の使

用も可）③プロ・アマ・年齢・性別・地域（交通費等は自己負担）は問いません。

応募方法…カセットテープまたはＭＤにデモ演奏2曲 〔オリジナル曲は必須。当日

ステージで演奏が可能な楽曲のみ（極端な打ち込みやメンバー以外の楽器が人つ

だものはご遠慮ください）］を録音し 、必要書類を添付して、下記へ郵送（応募の

テープは返却しません）

必要書類…①プロフィール〔氏名 年齢･ 現住所･ 活動内容（バンドの場合は各メン

バーごとに記入）〕②写真 （グループは集合写

真）③歌詞カードおよび曲のコメント④80 円

切手を張った合否の返信用封筒（送付先を記載）

審査方法…関係者によるテープ審査

※選考審査後、合否の通知を送付

隰3 月15 日出 〔必着〕までに 、t271  ―0051

松戸市馬橋506 の? 島田方　 Ｅ一ＪＡＭ実行委

員会（a090 －8507 －36 ∠18、Hlask  csimple.

ne.jp)へ

※ボランティアスタッフも募集中

おはなしキャラバン

期日 会　　場 時　閲 プログラム

2/26 ㈲ 図書館本館
午 後3 時30 分

～4 時

絵 本 「 ま ほ う の お な べ」

絵 巻 物 「ち い さ い ち い く ん 」

3/ 8出
市 民 劇 場

(春 休 み 親 子 平 和 のっ と い)
午 後2 時 ～3 時

ア ニ メ ーシ ョ ン｢ ‾は ろ る ど　 ま ほ う

の く に へ｣

人 形 劇 厂フ レ デ リ ッ ク と 金 の り んご｣

12 團 図書館本館
午 後3 時30 分

～4 時

絵 本 「 あ ひ る のさ ん ぽ 」

人 形 劇 厂木 こ り と よ う せ い 」

15 圉 青少年会館
午 前10 時

～ 正 午
おはなしひろば

19 ㈲ 図書館小金分館
午 後3 時

～3 時30 分

絵 本 「 あ ひ る の さ ん ぱ 」

人 形 劇 ［‾木 こ り と よ う せ い 」

対象3～9 歳＜らい　費用無料

※図書館利用カードをお持ちになれば 、本が借りられます。

※靴を入れるビニール袋持参にご協力ください。

閼市立図書館S365-5115

川にやさしい生活を
河川清流課S366-1152

食

べ

物

や

飲

み

物

を

流

さ

な

い食
べ
残
し
は
資
源

の
無
駄

に
な

る
だ
け
で
な
く
、

ご
み

の
増
量
や

川
の
汚
れ
の
原
因
に
な
り
ま

す
。

洗
剤
は
せ

っ
け
ん
な
ど

無
リ
ン
の
洗

剤
を
き
ち
ん

と
廿

亘
し
て

使

い
ま
し

よ

「

ろ

紙

袋

」
を

付

け

細

か

い

ご

み

も

回

収

し

ま

し

ょ
ヽ
つ

。

・
細

か

い

調

理

ク

ズ

を

流

さ

な

い
台

所
の
流
し
に
三
角
コ

ー
ナ
ー

を
置

き
、
ま
た
三
角
コ

ー
ナ

ー
や

排
水

口

に

は

洗
剤
は
き
ち
ん
と
使
う

食
器
や
鍋

は
、
付
着
し

た
汚
れ
を
拭

き
取
っ
て
か

ら
洗
い
ま
し

よ
つ`
Ｏ

家の建て替えや新築の際

には、雨水浸透施設の設

置をお願いしています

食
器
に
つ
い
た
汚
れ
も
流

さ
な
い

普
段
の
生
活
か
ら
、
川
に
や
さ
し
い
行
動
を
と
る
こ
と
で
、
川
は

き
れ
い
に
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

家
庭
で
で
き
る
浄
化
対
策

雨水浸透施設（浸透ます・浸

透管など）の設置により、洪水

の軽減が図られるだけでなく、

地下水や湧水が保全 一回復した

り平常時の河川流量が増加する

など水循環系が再生されます。

敷地面積 設置数量例

100m2 未満 浸透ます1個

100m2以上

200m2 未満

浸 透 ま す2ｲ 固と 浸 透

地 下 埋 管1.5m

200m2 以上

300m2 未満

浸 透 ま す3 個 と 浸 透

地 下 埋 管4.5m

300m2 以上

400m2 未満

浸 透 ま す4 個 以 上 と

浸 透 地 下 埋管8.0m

最近､市内河川において油流出事故が多発し､ 対策に苦慮しています。

近年､ 市内の川がますますきれいになってきており 、少量の油類でも

川を汚してし まいます。各家庭および各事業場では 、再度油類の流出防

止対策をお願いします。

こんなことに気をつけて

｡調理で使った天ぷら油等の油類を流さない。

し自動車等の機械類の整備から出る油は、適正に処理する。

｡･油水分離槽の管理を適正にする。

う平成察年の内万引万万≧正によＯコ 皐瘻丿者に処理費消が謳京ご了げ 寸I

①

個

性

色

々

～

子

ど

も

の

た

め

の

色

彩

心

理

テ

ス

ト

～

日

時
…
３
月
９
日

㈲
午
後

１
時
～

３
時

会

吊
・
生

涯

学
習
情
報
プ
ラ
ザ
（
文

化

ホ
ー
ル
内

）

内

容
・
：
簡
単
な
色
彩
心
理

テ
ス
ト

（
ぬ
り

絵
）
を
通
し
て
子
ど
も

の
心

を
知

る
ヒ
ン
ト
を
学
び
ま
す
。
ま

ず
は
、
お
父

さ
ん
、
お
母
さ
ん

が

体
験
し

て
く
だ
さ

い
。

講
師
：

生

涯

学
習

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
荻
原
り

つ
子
氏

対
象
二

二
歳
以
上

の
子

ど
も
を
持

つ
人

（
子
ど
も
の
同
伴
は
不
可
）

定
員
・
：
先

着
十
人

持
ち
物
：
十
一
瓦

の
色

鉛
筆
（
青
、

赤
、
黄
色
、
緑
、
水
色
、
ピ
ン
ク
、

紫
、
オ
レ
ン
ジ
、
茶
色
、
白
、
灰

色

、
黒
）

眥

限
：
無
料

②

「

楽

し

い

Ｉ
・
か

ん

た

ん

Ｉ
・

ラ

ッ

ピ

ン

グ

ー
・
」

贈

り

物

を

素

敵

に

演

出

し

て

み

ま

せ

ん

か日

時
…
３
月
７
日

㈲
午
前
1
0時
3
0

分
～
午

後
Ｏ
時
3
0分

会

弔
・
生

涯
学
習
情
報
プ
ラ
ザ
（
文

化

ホ
ー
ル
内

）

内

容
・：
ギ
フ
ト
ラ

ッ
ピ
ン
グ
の
基

本

と
応

用

讌

印
：
生

涯
学
習

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
宮
本

初
美
氏

定
員
：
先

着
八

生
涯
学
習
情
報
プ
ラ
ザ
の
催
し
物

きれいな川を守るために油類の取扱いのお願い

ﾜｰｸｼｮｯ ﾌ上゚級編
11月24日㈱開催の市民ミュージカ
ル「がんばれポッチー物語」出演希

望者を対象としたワークショップ上

級編を開催します。

「がんばれポッチー物語」のオーディション日程が決まりました。

日時…3月29日倒　会場‥･森のホール21 リハーサル室

※詳細は、広報まつど3月５日号に掲載します。

出場者を募集

松戸市近郊でアコースティツク・サウ

ンドを中心として、ストリートなどで活

動をしているミュージシャンたちの参加

をお待ちしています。

開催日 時 …5 月10 日（土）

午後3 時 ～6 時 （予定 ）

会場 …市民 劇場

《松戸では8時になったら

おはなしタイム》

人持
ち
物
…
カ
ッ

タ
ー
・
は
さ
み

苣
唄
：
四
百
円

（
材
料
費
）

圃

い
ず

れ

も

午

前
1
0
時

か
ら

、
電

話

で

生

涯

学

習

情

報

プ

ラ

ザ

登
3
6
7

・
7
8
7
1

へ
　
（
月

曜

休

館
）



情報

チャンネル
※タイトルが色刷りのものは、市等の主催です

【
】
パ

ー

ト

タ

イ

ム

労

働

ガ

イ

ダ

ン

ス

「

パ

ー

ト

労

働

と

税

・

社

会

保

険

制

度

の

改

革

」

３

月

４
日

㈹

午

後

１

時
3
0
分

～

４

時
3
0
分

会

場

女
性

セ

ン

タ

ー

ゆ
う

ま

つ

ど
　

内

容

制

度

改

革

が

パ

ー
ト

で

働
く

人

に

及

ぼ
す

影

響

等

の

説
明

（
ガ

イ

ダ
ン

ス

終

了

後

個

別

相
談

あ

り

）
　

講

師

謝
2
1
世

紀

職

業

財
団

千

葉

事

務

所

雇
用

管

理

ア

ド

バ
イ

ザ

ー

・
白

木

憲

一
郎

氏

対

象

現
在

パ

ー

ト

タ
イ

マ

ー

で

働

い
て

い
る

か

、

こ

れ

か
ら

働

き
た

い
人

霤

霖
无
着
二

十

人
（
う

ち

個

別

相

談

十

人

）
　

費

用
無

料

Ⅲ
電

話

で
女

性

セ
ン

タ
１

昔
3
6
4・

8
7
7
8

へ

【
】
ア

メ

リ

カ

ン

ス

ク

エ

ア

ダ

ン

ス

初

心

者

体

験

講

習

会

①

３
月

５
日

～

６

月
2
5
囗

の
毎

週

水

曜

日

〔
全

十

七

回

し

午

後

１

時

～

３

時
3
0
分

②
３

月

８

日

～

６

月
2
8
囗

の
毎

週

土

曜

日

〔
全

十

七

回

〕

午

後

１

時

～

４

時

会

場

①

馬

橋

市

民

セ

ン

タ
上

旦

守
田

ビ

ル

一

階

ホ

ー・
ル

（
東

松

戸

駅

前

徒

歩

二

分

）
　

内

容

カ

ン

ト

リ

ー

ウ

エ

ス

タ

ン
音

楽

で

八

人

で

輪

に

な

り

踊

る
レ

ク

リ

エ

ー
シ

ョ
ン

ダ

ン

ス

の
基

礎

眥

學

支
（

千

円

②
四

千

五

百

円

固

松

戸

フ

レ

ン

ド
ス

ク

エ

ア

ダ

ン

ス

ク

ラ

ブ

・
寺

田

公
3
8
6・
６

１

３

講
座
・
講
演

［

］
千

葉

大

学

園

芸

学

部

学

生

に

よ

る

公

開

研

究

発

表

会
「

人

と

地

球

に

や

さ

し

い

園

芸

」

３

月
2
1
日

㈲
午

後
ｏ

時
3
0
分

～

５

時

会
場

千

葉

大

学

園

芸

学

部

合

同

講

義

室
　

定

員
当

日

先

着

二

百

人

程

度
　

曹
用

無

料

※

一
時

保

育

あ
り

（
３

月
一
1
1
1
1

日

天

ま

で

に
、

電

話

で
申

し
込

み

）

固
千

葉

大
学

園
芸

学

部

教
務

係
a

3
0
8・8
7
1
2

［
］
初
心

者

き

も
の

着

付

け
講

座

３
月
９
日
～
６
月
2
2日

の
毎
週

日
曜
日

〔
全
十
六

回
〕
午
前
1
0時

～
正

午

会

早

小
金
原
市
民

セ
ン

タ

ー
　
内

容
普
段
着

か
ら
晴
れ
着

ま
で
着
物
を

。
人

で
着
て
帯
結
び

が
で
き

る
ま

で
　

眥

拑
一
万
三

千

八
百

円

※
持
ち
物
は

お
問

い
合

せ
く

だ
さ

い
。

圖
松
戸
生
活

文
化

協
会
・
安
達

容

3
4
3
・
6
8
9
8

［

］
や

さ

し

い

吟

詠

初

心

者

無

料

講

習

会

①

３
月

５

日

～

４

月

９

日

の
毎

週

水

曜

日

〔
３

月
2
6
日

を

除
ぐ

全

五

回

〕

午

前
1
0
時

～

正

午
②

３

月

３

日

～

４

月
2
1
日

の
毎

週

月

曜

日

〔
３

月
1
0
日

乱

日

、
４
月
1
4
口

を

除
ぐ

全

五

回
〕

午

後

５

時
3
0
分

～

７
時
3
0
分

会

場

①
常

盤

平

市

民

セ

ン

タ

ー

⑦
稔

台

市

民

セ

ン

タ

ー

内

容

漢

詩

の
吟

詠

の
勉

強

定

員

各

先

着

十

人
　

持

ち

物

筆
記

用

具

圃

電

話

で

詩

吟

神

風

流

匡

風

会

・

三

浦
｛
一
‘
3
6
7
・
7
7
5
6

へ

【

】
公

民

館

成

人

講

座

ご
昌

齢

社

会

と

ボ

ラ

ン

テ

ヅ

ア

～

共

に

支

え

合

う

地

域

づ

く

り

」

３

月
1
0
日

丱
午

前
1
0
時

～

正

午

会

場
五

香
市

民

セ

ン

タ

ー
　

内

容

①

咼
齢

者

の
暮

ら

し

の

視

点

に

立

っ

て

私

た

ち

の
で

き

る

こ

と

を

考

え

る

②

五

香

六

実

地

区

高

齢

者

の

自

立

を

支

え

る
地

域

の
役

割

講

師

①
船

橋

二

和

病

院

医

療

ソ

ー

シ

ャ

ル

ワ

ー

カ

ー

・
宮

島

光

氏

②

五

香

六

実

地

区

在

宅

介

護

支

援

セ

ン

タ
ー

職

員

定

員

先

着

五

十

人

眥

用
無

料

圃
電

話

で
公

民

館

昔
3
6
8・
1
2
1

4
へ

【

】
ス

ロ

ー

と

サ

ン

バ

中

級

講

習

会３

月

６

日

～

４
月
2
4
日

の

毎

週

木

曜

日

〔
全

八

回
〕

午

後

７

時

～

９

時

会

襌

柿
ノ
木

台
公

園

体

育

館

内

容

ベ

ー

シ

ッ

ク

か

ら

バ
リ

エ

ー

シ

ョ

ン
ま

で

ボ

デ
ィ

リ

ー

ド

の

コ

ツ
を

中

心

に

指

導
　

対

乖

中

級

の

人
　

費

用

八

千

円

固
チ

ャ

ー

ミ

ー

ク

ラ

ブ

・
長

峰

公

3
6
5
・
8
4
9
0

（
夜

間

の

み

）

じょう　 もん

3月23 日～5月 日々の隔週日曜日〔全
∠L回〕午前10 時30 分～正午 会場市立

博物館実習室　内容松戸地域の生業と

衣食住について学びます　講師博物館
学芸員　定員30人（抽選）　費用無料

「

」
エ

ク

セ

ル

初

級

講

座

３

月

４

日

㈹

・
Ｈ

囗

㈹

・
1
8
日

㈹

〔
全

三

回

〕

午

前
1
0
時
3
0
分

～

正

午

会
場

文
化

ホ

ー

ル

ー
Ｔ

講

座

室

（
松

戸

ビ

ル

ヂ
ン

グ
四

階

）

内

容

簡

単

な

表

を

作

り

な

が

ら

エ

ク

セ
ル

の
基

本

を

学

ぼ
う
　

定

員

先

着
八

人
　

持
ち

物

筆
記

用

具

費

用

二

千

円

（
テ

キ

ス

ト

代

を

含

む

）
匣

午

前

９

時

か

ら

、

電

話

で

松

戸

Ｉ

Ｔ

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

の

会

容
3
6
7・

8
8
8
9

へ

［
］
ワ

ー

ド

初

級

講

座

３

月

５
日

水

・
1
2
日

伽

・
1
9
日

水

〔
令

三

回
〕

午

前
1
0
時
3
0
分

～

正

午

会

場

文
化

ホ

ー
ル

Ｔ
Ｉ
Ｔ

講

座

室

（
松

戸

ビ

ル

ヂ
ン

グ
四

階

）

内

容

寸
入
字

の
人

力

か

ら

ワ

ー

ド
ア

ー
ト

・

図

の

挿
入

に

つ

い
て
　

定

員

无
着

八

人

持

ち

物

筆

記

用

具

費

用

二

千

円

（
テ

キ

ス

ト

代

を

含

む

）
圃

午

前

９

時

か

ら

、

電

話

で

松

戸

Ｉ

Ｔ

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

の
会

公
3
6
7・

8
8
8
9

へ

圃3月 仰囗廊〔必着〕までに 、往復ハガ半に住所・氏名・電話轣

号を記入して、干2ﾜ0-2252 松戸市千駄饂6ﾜ1　 市立博物館「松

戸地域民俗学講座」ｲ系(0384-82ﾜ2 ）へ

3月27 日～6 月５日の隔週木曜日 〔全6 回〕午後6 時30 分～8 時

30 分　 会場女性センターゆうまつど（予定）　 内容中世の文

書 一文献を読みながら、当時の歴史を学びます　講師戸定歴史館

学芸員　定員30 人（抽選）　費用無料

圃3月14 日脂〔必着〕までに 、往復ハガキに住所・氏名・電話番

号を記入して、〒2ﾜ0 －2252 松戸市千駄堀6「71　市立博物館「中

世の資料を読む」係(S384 ―82^ｱ2）へ

【
】
初

歩

の

油

絵

講

座

４

月

か

ら
毎

月

第

二

・
四

金

曜

日

午

後

２

時
3
0
分

～

４

時
3
0
分

会

場

寺
島

文

化

会

館

（
柏

市

）

対

象

初

心

者
　

定

員

先

着

十

五

人

登

用

年

一
万

円
（
モ

チ

ー
フ

代

別

）

※
説

明

会

を

４
月

い
1
1
1
1

一
日

窗

午

後

２

時

か

ら

開

催

し

ま

す

。

圃

電

話

で

齟

寺

島
文

化

会

館

公
0
4

・
７

１

６

７

・
6
1
5
3

へ

［

］
沖

縄

秘

伝

武

術

講

習

会

①
３
月

２
囗
襾

・
９
日

㈱
②
３

月
2
3囗
㈲
・
3
0日
㈲
〔
各
令
二
回
〕

午
後

７
時
～
８
時
3
0分

龠
場

第

二
中

学
校
　

内
容
沖
縄
秘
伝

の
棒

術

・
護

身
術

対
象
市
内
在
住

の

中

学
生
以

上
　

費
用

無
料

圖
山
口

昔
0
9
0
・
９
３
９
６

・
９
２

◆
柿
ノ
木
台
公
園
体
育
館
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
操
作
講
習
会

３

月

１
日

出
午
後

３
時

～

５

時

、

1
6日

㈲

・
2
3
日

㈲

午

前
1
0
時

～

正

午

、
2
7
日

困

午

後

１

時
3
0
分

～

３

時
3
0
分

侖
殲

柘

ノ

木

台

公

園

体

育

館

ト

レ

ー

ニ
ン

グ
室
　

対

象

十

六
歳

以

上

の

人
　

持

ち

物

運
動

着

・

上
履

き
　

春
用

無

料

圃

当

日

会

場

で

圖

ス

ポ

ー
ツ

課

公
3
6
3・
9
2
4
1

［

］
バ

ド

ミ

ン

ト

ン

ー
シ

ン

グ

ル

お

よ

び

年

代

別

ダ

ブ

ル

ス

大

会３
月

９
日
㈲
午
前
９
時
か
ら

会
場

運
動
公

園
体
育
館
　

対

象
協

会

登
録

者
お
よ
び
市

内
在
住

・
在

勤
の
人
　

内
容
シ
ン
グ
ル
各
男
女

、

一
般
、
三

十

・
四
十

・
五
十

歳
年

齢
別

ダ
ブ
ル
ス
　

春
用

協
会

登
録

者
千
二
百
円

、
未
登
録
者
二
千
円

圃
２
月
2
8日
圏
ま
で
に
、
所
定

の

申
込
用

紙
で
ス
ポ
ー

ツ
Ｋ

・
美
濃

昔
3
8
9
・
7
5
1
1

へ

簿記教室

コース 日　時 会場 費 用

初 級 コ ー ス

(日 商 簿 記 検 定

3級 程 度)

3/18C 火卜5/30c

の 毎 週 火 ・金 曜 日

〔3/21 陶､4/29(1R

を 除 ＜全20 回 〕

午 後ら時 ～8 時

松 戸 商 工 会 館

(松 戸2060)

20,000 円 （テ キ ス ト 代

を 含 む ）

※ 松 戸 商 工 会 議 所 会 員 事

業 所 ま た は 同 コ ー ス を

過 去2 年 以 内 に受 講 し か

人 に 割 引 き あ リ

持ち物筆記用具・電卓（そろばん）　定員先着40人

圃費用を持って、直接松戸商工会議所（登364-3111) へ

［
］
野

球

規

則

審

判

技

術

講

習

会

３
月

９
日

㈲
午
前

９
時
～
午
後

３
時

会
場
松
戸
運
動
公

園
野
球

場

・
武
道
館
会

議
室
　

費
用
三
千

円
（
認
定
証

・
規
則
書
・
昼
食
代
）

※
修
了
者
に
後
日
認
定
証
を
交
付

し
ま
す
。

圃
当
日
会
場

で

固
松

戸
市

野
球

協
会

・
野

々
下

登

3
6
2
・
8
2
6
9

「

」
初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

（

硬

式

）４

月

～

６

月

の
毎

週

土

曜

日

の

Ａ

ク

ラ
ス

＝
午

前

８

時
～

９

時
3
0

分

、

Ｂ

ク

ラ

ス

＝
午

前

９

時
3
0
分

～

Ｈ

時

会
場

中

央
公

園

庭

球

場

対

象

市

内

在

住

・
在

勤

の

人
　

費

用

八
千

円

（
保

険

料

を
含

む

）

匣
３

月

７
口
‥
窗
〔
必
着

〕
ま

で

に

、

往

復
（

ガ
キ

に

住

所

・
氏

名

・
電

話
番

号

・
希

望

ク

ラ

ス

（
第

二

希

望

ま

で

）
　・
返

信
用

あ

て

名

を

記

入

し

て

、

〒
2
7
0
1
0
0
0
6
松

戸

人

金

平

郵

便

局

留
　

恰

尸
市

テ

ニ

ス

協

会

・

本

田

（

公
0
9
0・

６

６

５

０

・
３

’に０
３

４

）
　へ
　
　
　

．

講　座　名 日　時 定員 費　用

初 め て のWindows

3/10(H) ・11 ㈹ ・12 團 ・13 困 ・

17( 月卜18 ㈲ ・19 冰)・20 休) 午 前
10人

24,000 円

(20,000 円)

3/10(H) ・11 収卜12( 和 ・13 困 ・

17 ㈹ ・18(火卜19 團 ・20( 苟　 午 後
10人

24,000 円

(20,000 円)

Word を 使 っ た 文 書

作 成 講 座
3/6 困 ・7 ㈹　　　　 午 前 ・ 午 後 10人

12,000 円

(10,000 円)

Excel を 使 っ た 表 計

算 講 座1
3/27 休)・28 ㈲　　 午 前 ・ 午 後 10人

12,000 円

(10,000 円)

Excel を 使 っ た 表 計

算 講 座2
3/8 は)・15 ①　　　　　 土 曜 10人

12,000 円

(10,000 円)

パ ソ コ ン を 使 つ て み

よ う( 対 象60 歳 以 上)

3/14 ㈹

午 前9 時30 分 ～ 午 後3 時30 分
6人 ﾜ,000円

「
」
グ

ラ

ウ

ン

ド

ー
ゴ

ル

フ

教

室

３

月

９
日

㈲

午

前

９

時

～
正

午

会

場

常

盤

平

第

一
小

学

校
　

苣

拑

百

円

（
保
険

料

）

圃

当

只

毎

で

圈

体

育

指

導

委
員

ふ
（
戸

’－
3
8
9・

［
］
健

康

体

操

体

験

教

室

２
月
2
6日

～
３
月
1
9日
の
毎
週

水
曜
日

［
全
四

回
］
午
前
９
時
3
0

分
～
1
1
1
1

一
時

侖
瑁

柿

ノ
本

台
公

園

体
育
館
　

内
容
ス
ト
レ
ッ
チ
、
軽

い
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
リ
ズ
ム
体
操

対

乖
坂
人
女
性
　

春
用

無
料

圃
当
日
会
場
で

固
す
い
星
・
清
田

晉
3
6
2
・
３
４
１

【

】
と

き

わ

平

ナ

イ

タ

ー

テ

ニ

ス

ク

ラ

ブ

４
月
～

Ｈ
月

毎
週
水
曜
日
・
木

曜
口

・
土
曜
日

午
後
７

時
～

９
時

龠
場

金
ヶ
作
公

園
庭
球
場

対
象

市

堅

仕
住
・
在
勤
の
人
　

春
用

一

万
八
千
円

（
保
険
料
を
含
む
）

※
初
心

者
歓
迎

圃
３
月

８
日

田

午
後
４

時

か
ら
、

※ 午前 … 午 前9 時30 分 ～ 午 後O 時30 分 、午 後 … 午 後1 時30 分 ～4 ㈲30 分

土 曜 … 午 前9 時30 分 ～ 午 後4 時30 分

一一一一一一 一一一一‥-
Ⅲ2 月25 日 脚 午 前9 時 か ら 、費 用 を 持 っ て 直 接､ 松 戸 地 域 職 業 訓 練 セ ン タ ー

（小 金 原1 の19 の3 、S349-3200) 窓 口 へ

※ （　 ） 内 は 当 会 員 事 業 所 また は 団 体 会 員 の メン バ ー の 場 合 で す。受 付 開 始

時 に 定 員 を 超 え た 場 合 は 抽 選 と な り ま す 。

常
盤
平
市
民
セ
ン

タ
ー
第
一
会
議

室
で
１

と
き
わ
平

ナ
イ
タ
ー
テ
ニ
ス

ク

ラ

ブ
・
萩
原

豊
3
4
6
・
0
4
1
4

(硬式)松戸市シングルステニス大会
巒３月５日㈲〔必着〕まで

に 、所定の申込用紙で〒

270 －0006 松戸大金平郵

便局留　 松戸市テニス協

会・本田（a090 －6650

-3634) へ

※申込用紙・大会要綱の

詳細は90 円切手を張つ

た返信用封筒を同封し

て請求してください。

種　目 期日（吝日曜日） 会場 費用

一般男子予選 4/ 6・13

栗
ヶ

沢

公

園

庭

球

場

千

五

百

円

二

人

に

つ

き

）

一般女子予選 4/13 ・ 27

壮 年 男 子35 ・40 ぺ5

・50 ・55 ・60 ・65 ・

ﾜ 〇歳 以 上
4/27、5/11

壮 年 女 子 ∠EO・45  ･ 50

・55  ■ 60 歳 以 上

壮年各種　男女本戦 5/18(予備日6/15)

ス
ポ
ー
ツ

松戸地域民俗学講座Ⅲ

中世の資料を読む

市立博物館講座

松戸地域職業訓練センター講座



催
 
し
 
物

■
星
空
観
望
会

３

月
1
5
口

出

午

後

６

時

～

８

時

会
場

市
民

会

館

プ

ラ

ネ

タ

リ

ウ
ム

室

と

屋

上
　

内

容

プ

ラ

ネ

タ
リ

ウ

ム
見

学

と
天

体

望

遠

鏡

で

月

や
土

星

、
木

星

、

す

ば
る

（

プ
レ

ア

デ

ス
星

団

）

を

観

望

〔
雨

天

・
曇

天

の
場

合
は

プ

ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム

の
み

〕

定
員

八

十

人
　

春
用

無

料

※
団

体
（
二

十

人
以

上
）
や

体

の
不

自

由

な
人

は

ご
相

談
く

だ

さ

い
。

Ⅲ

電

話

で

市

民

会

館

プ
ラ

ネ

タ

リ

ウ

ム

室

公
3
6
8・
1
2
3
7

へ

［

］
３

月

の

松

戸

栄

暮

ら

し

の

相

談

と

ミ

ニ

教

室

相

談

①

介

護

＝

３

日

囲

・
2
4
口

丱

②

税
務

＝
４

日

㈹

・
1
0
日

囲

・

1
8日

㈹
③

年

金

＝

６

日

米

・
1
3
日

米

・
2
7
日

米

子
法

律

＝
1
1
1
1

日

天

・

2
5日

天

⑤

資
産

形

成

＝
５

日

水

・

７
日

幽

・
８

日

出

・
1
2口

水

・
1
4

日

次

・
2
2
日

出

ミ

ニ

教

室

資

産
形

成
入

門

＝

７

日

次

・
1
4
日

受

い
ず

れ

も

午

後

１

時

～

２

時
4
0

分
　

費

用

無

料

圖

松

戸

栄

暮

ら

し

の
相

談

セ
ン

タ

１

昔
3
6
0・
冖０
６

１

Ｑ乙
】

［

］
炭

焼

き

と

野

草

採

取

料

理

体

験３
月

９
日

㈱
午
前
８
時
北

総
線

西
白
井

駅
前
集
合

（
午
後
２

時
解

散
予

定
）
　

会

場
目
井
市
内

の
畑

地
　

内

容
日
井
市

の
畑
地
周
辺

で

食

べ
ら

れ
る
野
草
を
採
取
し
て
調

理
試
食

と
ド
ラ
ム
缶
炭
窯
で
炭

焼

き

や
焚

火
を
体
験
　

定

茴
旡

着
三

十
人
　

持
ち
物
昼
食

・
雨
旦（
　
費

用

咼
校
生
以

上
圭

一
百
円
、
小
中

学
生
六

白
円

圃
電
話
で
山
遊
塾

・
永
田

昔
0
9
0。

８
８
０
３

・
8
3
4
6

へ

［

］
お

茶

会

に

ど

う

ぞ

３
月

９
日

㈲
午

前
1
0
時

～

正

午

会

場

稔

台
市

民

セ

ン

タ

ー
　

対

象

年

長

か

ら
小

学

六

年

生

ま

で

の
少

女

と
保

護

者
　

定

員

先

着

三

十

人

費

用

二

人

で

三

百

円

圃

電

話

で

ガ

ー
ル

ス

カ

ウ
ト
2
4
団

・

米

原

。一一
3
6
7
・
9
0
1
6

へ

［

］
上

二

学

童

ま

つ

り

３

月

２

日

㈲
午

前
1
0
時

～

午

後

３

時
　

会

場

上

本

郷

第

二

小

学

校

と

な

り

の
新
施

設

〔
雨
天

時
同

校

体

育

館

〕
　

内

容

フ

リ

ー

マ

ー

ケ

ッ
ト

・
模

擬

店

・
も

ち

つ

き

・
遊

び
の

コ

ー
ナ

ー
他

圜
上

本

郷

第

二

学

蘿

保
育

所

昔
3
6
8

・
8
1
6
0

乙

［

］
金
ヶ

作

の

森

を

育

む

会
「

雑

木

林

観

察
と

手

入

れ

体
験

」

３
月
９
凵

㈲
午
後

１
時
、
新
京

成
常
盤
平

駅
改
札

わ
き
巣

合
〔
雨

天

決
行
〕
　

内
容
金
ヶ
作

に
あ
る

雑
木
林
の
観
察

竝
と

雑
木
林

管
理

の
体
験
作
業
　

呰
兩

無
料

圃
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
で
高
橋

登
隰
3
6
7
・
2
8
5
7

へ

［
］
劇
団

天

童

「
語

り

ラ

イ
ブ

」

３
月
６
日

水
①

午
前
Ｈ

時
②
午

後
３
時
3
0分

③
午
後

７
時
か
ら

会
場
カ
フ
ェ
ノ

ア
ー
ル

（
松
戸

駅

西
口
徒
歩

八
分
）
　

内
容
「
雪
の

女
王
≒

は
だ
か
の
王
様
≒

ま
ん
ま

○

譲

り

ま

す

（
価

格

無

料

）

〔
家
真

〕
折

り

畳

み

式

パ
イ

プ

ベ

ッ

ド

（
シ

ン

グ
ル

）

◆

二

人

掛

け

ソ

フ

ァ

（
布

製

）

◆

座

い
す

◆

す

き

ま

用

た

な
（
高

さ

一
四

八

こ

二
气

幅
二

丁

六

气

奥

ゆ

き
四

七

・

五

言

〔
堡

坦

用
品

〕

ベ
ビ

ー

ベ

ッ
ド
（
木

製

）
◆
（

イ

チ

ェ

ア

（
木

製
）

二

脚
◆

チ

ャ

イ

ル

ド

シ

ー
ト

（
四

ヵ

月

～

四

歳

く

ら

い
ま

で

）

◆

Ｂ

型

ベ

ビ

ー
カ

ー

圃
２

月
2
7
日

内
ま

で

に

、
電

話

で

消

費

生
活

課

昔
3
6
6・
7
3
2
9

へ

［
］「

児

童

館

を

つ

く

り

た

い

Ｉ
・

松

戸

市

民

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

」

発

足

集

会

３
月

９
日

㈲
午
後

１
時
3
0分
～

４
時
3
0分

会
場

市
民
会
館

内

容
記
念
講
演
～
世
田
谷

の
プ
レ
ー

パ
ー
ク

づ
く
り
に

学
ぶ
～
「
い
巾
民

に
よ
る
子
ど
も
の
遊
び
場

づ
く
り
」

謹
師

世
田
谷

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
協
会

・
天
野
秀
昭
氏
　

費
用
五
百
円

固
浅
井

昔
3
6
4
・
6
3
5
6

【
】
根

木

内

ジ

ョ

リ

ー

コ

ー

ラ

ス

コ

ン

サ

ー

ト

３
月
2
9日

出
午
後

２
時
～

４
時

会
場
ホ
テ
ル
サ
ン

ガ
ー
デ
ン
柏
天

空
の
問

内
容
コ

圭

フ
ス
ニ

十
周

年
を
記
念
し
て
金
子

み
す

ゞ
・
二

ユ
ー
ミ
ユ

ー
ジ
ッ
ク

ー
シ

ヤ
ン
ソ

ン
な
ど
　

費
用
千
円

固
根
本

内
ジ
ョ
リ
ー
コ
圭

フ
ス
・

高
橋

昔
ｍ

・
1
5
0
6

［
］
ム

ジ

カ

ー
ソ

ナ

ー
レ

演

奏
会

３
月
２
日

㈲
午

後
２
時
～
４
時

会
場
森
の
ホ

ー
ル
2
1
　内
容
モ

ー

ツ

ァ
ル
ト
や

バ
ツ
（

な
ど
、
弦
楽

器

（
ヴ
ァ
イ

オ
リ

ン

ー
チ
ェ
ロ
な

ど
）
に
よ

る
室
内

楽
コ

ン
サ
ー
ト

費
用
八
百
円

圖
ム
ジ
カ

ー
ソ
ナ
ー
レ

・
久
保
田

昔
3
4
3
・
2
9
4
9

○
次

回

掲

載
分

に

つ

い

て

品
物
を
譲
り

た
い
人

は
、
２
月

2
7日
水
ま
で

に
、
電
話

で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い

二

人
三
点
ま
で
）
。

３
月
2
5日
号

に
掲

載
し

ま
す
。
電

気
製
品

・
日
用

雑
貨
・
衣
料
品

・

食
料
品

・
自

転
車

な
ど
は
扱

い
ま

せ
ん
。

固
消

費
生
活
課

容
3
6
6
・
7
3
2
9

0
お

知

ら
せ

リ
サ
イ

ク
ル
広
場

は
、
３
月
2
5

日
号
を
も

っ
て
終
了

さ
せ
て

い
た

だ
き
ま
す

。
な

お
、
提
供
品
の
受

け
付
け
は
今
号

が
最
終

で
す
。

長

い
間

ご
利
用

い
た
だ
き
あ
り

が
と
う

ご
ざ

い
ま
し

た
。

【

】
春

の

花

の

寄

せ

植

え

を

作

う

う３
月

８

日

出

午

後

２

時

～

５

時

会
場

東

部
市

民

セ

ン

タ

ー
　

定

茴

先

着

十

人
　

持
ち

物

軍

手

・

エ

プ

ロ

ン
　

費

用

千
四

百

円
（
材

料

費

）

匣

電

話

で

広

瀬

登
糾

・
1
9
6
9

へ
［

］
シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

「

今

だ

に

わ

か

ら

な

い

支

援

費

制

度

」

～

現

状

と

問

題

点

３

月

１

日

出

午

後

１

時
3
0
分

～

４

時
3
0
分

会

場

健

康

福

祉

会

館

余

れ

あ

い
2
2
）
　
費

用
二
百

円

貧

料

代

）

圜

障

害

者

問

題

研

究
会

松
戸

サ

ー

ク

ル

・
近

藤

昔
3
8
7・
1
6
6
7

［

］
リ

サ

イ

ク

ル

バ

ザ

ー

３
月

６
日
困
午
前
1
0時
～

午
後

３
時

〔
雨
天

時
翌
日
〕
　
会

場
ス

ー
パ
ー
い
な
げ
や
松
戸
新
田
店

※
出

店
者
を
募
集
中

圃
電
話
で
Ｋ
Ｉ
Ｄ
。
Ｓ
マ
マ
・
佐
藤

登
3
8
9
・
1
4
3
6

へ

［
］
介

護

予

防

教

室

「

尿

も

れ

・

床

ず

れ

を

予

防

し

て

い

つ

も

さ

わ

や

か

に

」

３
月
1
5日

剛
午
後

２
時
～
４
時

会
場
五
香
六
実
地
区

在
宅
介

護
支

援
セ

ン
タ
ー
（
特
別

養
護
老
人

ホ

ー
ム
松
寿

園
内

）
　

内
容
尿
も
れ

予
防
体
操
と
福

祉
用

具
紹
介
・
床

ず
れ
予
防

と
福
祉
用
旦（
　
講
師
福

祉
用
具
専
門
相

談
員

・
中
澤
真
由

美
氏
、
介
護

福
祉
士

・
緑
川
富
貴

男
氏
　

対
象
六
十
五

歳
以

上
の
市

民
お
よ

び
高
齢

者
と
同
居
の
家
族

杤
乕

無
料

圃
３
月
1
4日
蚩
ま
で
に
、
電
話
ま

た
は

フ
ァ
ク
ス
で
五

香
六
実
地
区

在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
・
美
濃

部

昔
岡
3
8
6
・
1
3
1
6

へ

る

パ

ン
≒

お

は

な

し

お

は

な

し

」

等

定

員

先

着

各

二

十

人

費
用

中

学

生

以

上

千

五

百

円

、

三

歳

～

小

学

生
↑

三

百

円
（
飲
み

物

付

き

）

圃
電

話

で

劇

団

天

童

昔
3
3
0・
8
7

1
6

へ

教)社会教育課S366-7462松戸駅市民ギャラリー

期間 2/27'鮒まで 2/28㈹～3/13 W 3/14銜～3/27㈲

東
松戸川柳会作品展

圈米島a385 一一∠旧56

「水 ・カ ヌー ・顔 」写

真 宸

圖 藤井o363 ―53ﾜ3

海の写真展

圖本田昔36ﾜｰﾜ5 ∠に

西
すみ絵の会水墨画展

國若松昔36∠↓一刀36

第29 回 松戸 市書 道展

覧 会受 賞 者作 品展

圖 社 会 教 育 課S366

－ﾜ ∠162

わかば 園

工 房 からの メ'ソセ ー

ジ

夏 江澤 登384-0165

［
］
介

護

予

防

教

室

「

高

齢

者

の

火

災

予

防

対

策

と

火

災

時

の

対

処

方

法

に

つ

い

て

」

３

月
1
4
日

圏

午

後

１

時
3
0
分

～

３

時
3
0
分

会

場

総

合

備
祉

会

館

講

師

消

防

局

救

急

防

災

課

職

員

対

象

六

十

五

歳

以

上

の
市

民

お

よ

び
高

齢

者

と

同

居

の

家

族
　

蓉
甬

無

料
圃

３

月

７

日

窗
ま

で

に

、

電

話

ま

た

は

フ

ァ

ク

ス

で

矢

切

地
区

在

宅

介

護

支

援

セ

ン

タ

ー

登
3
6
8・
7
8

8
5

隰
3
6
8・
0
2
0
3

へ

［
］
愛

の

献

血

松

戸

南

ラ

イ

オ

ン

ズ

ク

ラ

ブ

３

月

３

日

丱

午

前
1
0
時

～
1
1
時

4
5分

、
午

後

１

時

～

４

時
　

会

場

市

役

所

正

面

玄

関
前

松

戸

中

臾
ラ

イ

オ

ン

ズ

ズ

ク

ラ

ブ

３

月

８

日

由

午

前
1
0
時

～

午

後

４

時
　

会

場

西

友

常

盤

平

店

前

圜
保

健
福

祉

課

登
3
6
6・
7
4
8
7

［
］
六

実

桜

ま

つ

り

出

店

者

を

募

集４

月

５

日

出

・
６

日

㈲
午

前

９

時

～

午

後
４

時
3
0
分
　

会
場

六

実

Ｉ（
Ｉに同
ふ
口
さ

く

ら

通

り
　

脱

ブ

ー

ス

ー
ブ

ー

ス

限
定

（
幅

二

片

×

一

・
五

言
　

募

集
数

百

五

十
店

（
抽

選

。
当

選

者

の

み

返

信

、
場

所

等

実

行

委
貝
会

で

指

定

、

松

戸

市

民

優

先

）
　

費

用
一

ブ

ー

ス

四

千

円

圃

３

月

５

日

水
〔
必

着

〕
ま

で

に

、

往

復
（

ガ
キ

に

住

所

・
氏

名

・
電

話

番

号

・
取

り

扱

い
品

目

を
記

入

し

て

、

干
2
7
0
－
2
2
0
4

松

戸

市

六

実
四

の

Ｉ
〇

の

ニ

ー
　
六

実

桜

ま

つ

り

実

行

委

員

会

プ
リ

マ

担

当

・
小

金
谷

武

男

（

容
3
8
7・
0
0

3
1

隰
3
8
5・
3
5
6
2

）
　へ

［
］
松
戸
保
健
所
各
種
相
談

相談名 日　時 内容・対象等（担当課）

女 吐の た めの 健 康相 談

(予 約 制)

3/5 ㈲ ・11 ㈹ ・19 ㈲

・28 ㈲午 後1 時 ～2 時

女 医 に よ る 女 性 の 心 身 の 健

康 に 関 する 相 談

(地 域 指 導 課)

エ イズ に 関 する 相 談 ・

HIV 抗 体 検 査

3/6 困 ・20( 村午後2 時

～3 時 匿 名 、結 果 交 付13 日 後

(疾 病 対 策 課)

夜 間 エ イ ズ 抗 体検 査 3/6 内 午 後ら時 ～8 時

掲載以外の相談は松戸保健所のホームページをご覧＜ださい。

ＵＲし=http:// ｗｗｗ.pref.chiba.jp/hokenjo/mats 凵do/

［

］
上

本

郷

第

二

学

童

保

育

所

パ

ー

ト

指

導

員

を

募

集

勤
務
地
上
本

郷
第
二
学

童
保

育

所

工

本
郷
二
六
七
七
）
　

３
月

中
旬

か
ら
勤
務
で
き

る
人
　

勤
務

時
間

半
日
二

～
三
日

（
午
後

２
時

～
６

時
）
、
土

曜
隔

週
勤

務

（
午

前
８
時
3
0分
～
Ｈ
一
時
）
　
時

給
七

百

九
十
円

を
委

細
面
談

圖
上
本

郷
第
二
学

菫
保
育
所

・
守

屋

昔
3
6
8
・
8
1
6
2

［
］
松

戸

市

制

施

行
6
0
周

年

記

念

「

第
3
3
回

常

盤

平

さ

く

ら

ま

つ

り
　

み

ん

な

の

ふ

れ

あ

い

広

場

」

出

演

者

を

募

集

３
月
2
9日
出
子
後
２
時
～
５
時
、

3
0日
㈲
午
前

幵一
時
～
午
後
５
時

会
璢

み
ん
な
の
ふ
れ
あ

い
広
場
（
コ

コ
ス
前
西
友
駐
車
場
）
　
対
象
歌

・
踊
り

・
寸
劇
等
を
発
表
し

た
い

人

・
グ
ル

ー
プ

圃
電
話

で
常

盤
平
団
地

自
治
会
・

山
根

昔
3
8
8
・
9
3
6
7

へ

【

】
特

許

・

意

匠

・

商

標

な

ん

で

も

一

一

〇

番

（

無

料

）

相

談
日

時

月

～

金

曜

日

午

前
1
0

時
～

正

午

、

午

後

１

時

～

４
時

内

容

弁

理

士

に

よ

る

特

許

・
実

用

新

案

・
意

匠

・
商

標

の
出

願

、

調

査

、

外

国

で

の

特

許
取

得

な

ど

の

ほ
か

、

知

的

財

産

権

全

般

の
相

談

相

談

専

用

電

話

公
0
3
・
３

５

１

９

・
９【
】７

０

７

固
日

本

弁

理
士

会

事

務

局

昔
0
3
・

３
５

８

１

・
1
2
1
1

常盤平老人福祉センター
クラブ活動の会員募集

クラブ名 磑　日 活動時間 募集人数

社 交 ダ ン ス 毎 週 土 曜 日
午 後IE 持～3

時45 分
10人

詩 吟

(神 風 流)

第卜 第3 ・

第5 木 曜 日

午 前10 時 ～

正 午
10人

対象市内在住で60 歳以上の人　費用無料

圃電話で常盤平老人福祉センターa386 ―02

01へ

■
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

市

で

は

、

生

後

二

ヵ

月

を

過

ぎ
た

頃

に

予

防

接

種

の

通

知

を

し

て

い

ま

す

。
平

成
1
4
年
1
2
月

生

ま

れ

の
人

に

は

す

で

に

通

知

済

み

で

、
平

成

1
5年

１

月

生

ま

れ

の
人

に

は

３

月

下

旬

に
通

知

し

ま

す

。

生

後

三
ヵ

月

を

過

ぎ

て

も

予

診

票

が

届

か

な

い
場

合

ま

た

は

転
入

・

紛

失

等

で

予

診

票

の

な

い
人

は

、

直

接

中

央
保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー

・
各

支

所

の
市

民

健

康

相

談

室

で

申

し

込

む

か

、
（

ガ
キ

記

入

要

領

を

参

照

の

う

え

申

し

込

ん

で

く

だ

さ

い

（
後

日

郵

送

）
。

圖
保

健

福

祉

課

予

防

衛

生

係

公
3
6
6・
7
4
8
4

平成15 年3 月1 日 以降に住民登録または外国人登

録をした平成14 年12 月生 まれの人または予診票

を持つていない下記の人は申し込みとなります。

●ツベルクリン反応・ＢＣＧ･‥３ヵ月以上4 歳未

満で接種していない人

●ポリオ…3 ヵ 月以上7 歳6 ヵ 月未満で2 回 飲んで

いない人

●ＤＰＴ…３ヵ月以上ﾜ 歳6 ヵ 月未満で4 回接種し

ていない人

●麻しん・風しん…1 歳以上7 歳6 ヵ 月未満で接

種していない人

・ 日本脳炎…3 娥以上7 歳6 ヵ 月未満で3 回 接種し

ていない人

リ
サ
イ
ク
ル
広
場

健
　
康

お
知
ら
せ

会
場
松
戸
保
健
所
　
費
用
無
料

一
松
戸
保
健
所
昔
3
6
1
・
2
1
2
1



森 のホ ール21 公384-5050

期　日 内　 容（刮ま有料） 煕齎惆 問い合わせ先

大

ホ

ー

ル

3/ 4㈲ BUCK 一TICK コンサート ふ 18:30 プ 屮ｿ ﾌﾟｻｲ ﾄﾞ容03 一割70-9999

8(士)

サ ン リ オ フ ァ ミ リ ー ミ ュ ー ジ カ ル

シ リ ウ ス の 伝 説 （半 テ ィ と ダ ニ エ

ル の 大 冒 険 ） 他　　　　　　　　 一

11二00森 の ホ ー ル21 チ ケ ッ ト セ ン タ ー
昔38 ∠1―3331

1∠1:00

11㈲ 歌舞 伎フ ォーラ ム公 演～小 芝 居復活 づ 13:00
森 の ホ ー ル21 チ ケ ッ ト セ ン タ ー

S384-3331

14臘）30 周年 記念 石川 さ ゆリ コン サー 匚
1∠1二00 ペ ル ワ ー ル ド ミ ュ ー ジ ツク

Q03-3222-ﾜ801
18:30

19㈲
わ ら び 座 ミ ュ ー ジ カ ル　 「 つ ぼ め 」

松 戸 公 演　　　　　　　　　　　 ャ
18:30

わ ら び 座 千 葉 営 業 所

Q043 ― 250 ―9 ∠106

28㈲
千 葉 県 立 松 戸 秋 山 高 等 学 校 吹 奏 楽

部 第8 回 定 期 演 奏 会
16:00

千 葉 県 立 松 戸 秋 山 高 等 学 校 吹 奏

楽 部　　　　　　0391- ∠F3引

29㈹ 親子春風コンサート 柘:30
千 葉 県 生 活 協 同 組 合 連 合 会

S043-224-ﾜﾜ53

小・
ホ
ー

ル

2(日)ム ジ カ ・ソ ナ ーレ 第5 回 演 奏 会　 ／ 1∠1:00 ム ヅ カ ・ ソ ナ ー レS343-29 ∠L9

9(日)松戸女声合唱団第8回演奏会　　ヅ 14二00松戸 女 声 合 唱 団　 登3 副-1046

27(木)
カウンターテナー藤岡宣男･ ヴァイオリン

花鵈直美　 ジョイン トリサイタル　　 ミ
19二00

オ フ ィ スTW2

登O ∠15-  323-1981

木館日…月曜日(ただし祝日の場合は開館し、翌日休館)

市 民 会 館 0368-1237

期 日 内　 容（刪ま有料） 開演時間 問い合わせ先

3/ 2( 日) 第2回弦の響き 13:00 松 戸 ギ タ ー ク ラ ブ　　a344 ―5136

11㈲ ｢柳家小三治]独演会　　　　　ヮi 18:30 夢 空 圉　　　　 ≪03-5ﾜ85 一〇380

16(日)カラオケ発表会 9:30 松戸市民 力うオヶ歌謡協会o366 一石ﾜ∠囗

23(E])県 立 鎌 ヶ 谷 高 校 第21 回 定 期 演 奏 会 丐:30 県 立 鎌 ケ 谷 高 校 登04 ワー朋4 －2171

25㈲
県 立 松 戸 矢 切 高 校 吹 奏 楽 部 第 口 回

定 期 演 奏 会 畑:00 県 立 松 戸 矢 切 高 校　　 公368 － ∠tﾜ印

28廊
県 立 国 府 台 高 校 吹 奏 楽 部 スプ リ ン

グ コ ン サ ー ト 丐:00 県 立 国 府 台 高 校　　　 昔3ﾜ3 － ぷ 副

29(士)市立松戸高校吹奏楽部演奏会 諂:00 市 立 松 戸 高 校　　　　Q385-3201

30(日)
県 立 小 金 高 校 吹 奏 楽 部 第25 回 定 期

演 奏 会 丐:30 県 立 小 金 高 校　　　　 登ｙ 卜 ∠囗55

休館日…月曜日(ただし祝日の場合は開館し、翌日休館)

市 民 劇 場 昔368-0070

期日 内　 容（ 祠ま有料） 開演時間 問い合わせ先

3/ 蚪 逢坂愛& 塩尻梓ジ ョイント コン サート 19:00 塩尻梓　　　　　　　S385-5682

9日 こど もの ための オイリュト ミー 公演.j

石 井 均 コ ン サ ー ト

巧:00 チトの会　　　　　　S346-3446

13弟 IB:30 石井均　　　　　　　Q392-5586

15仕）カラオケ教室 10:00 ひぐ ま 歌 謡 教 室　　　 公3 ∠に-5652

16(日)
秋 祐 会20 周 年 記 念 チ ャリ ティ ー

民 謡 ・民 鱶 発 表 会 9:50 秋祐会　　　　　　　容391-2965

20團
劇団 揚 げ バ ナ ナ 第2 回 公 演

｢ Ｂ 囗zza  rd ～ 白 線 の 内 側 ～]

14:00 劇団揚げバナナ
S080-5032-25651ﾜ:30

22吐）ピアノ発表会 14二00鈴 木 文 子　　　　　　 公3 伺 一 則22

29倒 ピアノ発表会 13二30野中葉子　　　　　　S388-3938

30(日)第28 回松 戸PV 音 楽 教 室 発 表 会 13:00 松戸PV 音楽教室　　 容36ワー8338

休館日‥･月曜日(ただし祝日の場合は開館レ 翌日休館)

戸定歴史館 Q362-2050

期　日 内　　　　容

3/8C 士)～4/6(1日) 現 代 かな 書 の 最 高 峰 一 藤 岡 保 子 展 （詳 細 は1 面 参 照 ）

開 館 時 間 … 午 前9 時30 分 ～ 午 後5 時 （入 館 は4 時30 分 ま で 、月 曜 日 は 休 館 ）

入 館 料 …戸 定 邸 ・歴 史 館 共 通 入 館 券 一 般240 円（200 円 ）、高 －大 学 生160 円（120 円 ）、小 ・

中 学 生80 円 （60 円 ） 個 別 入 場 券 一 般150 円 （120 円 匚 高 ・大 学 生100 円 （80 円 ）ノ 」卜

中 学 生50 円 （40 円 ）〔（　 ） 内 は 団 体 料 金/20 人 以 上 〕

※土 曜 日 は 、小 ・中 学 生 の 観 覧 は 無 料 で す 。

救急医療体制
健康保険証をお忘れなく

◆テレホン案内サービス

〔当日の医療機関( 待機病院コ木日在宅

当直医､ 夜間急病診療所､ 休日土曜日夜

間歯科診療所等)を案内しています〕

S366-0010

平日 午後八時30 分～翌日午前9 時

休日と土曜 午前9 時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所　　Q368-3756

衛生会館内　 毎日午後8 時～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

S365-3430
衛生会館内　午後８時～捐時

博 物 館（21 世紀の森と広場内）

松戸市の市外局番は047 です

期　　胃 内　　　容

3/1 圉 ～30(Eﾖ 〉午 後1 時

15 分･3 時15 分 から 吐

・日曜 日 、祝 日 は 午 前

11 時 か らも) 上 映

ハ イ ビジ ョ ン 映 像 「日 本美 再 発 見　 モ ノ ク ロ ー ム の 躍 動 ～ 墨 ・自 在

の 色 」〈上 映 時 間30 分 〉 会 場 講 堂　 観 覧 無 料

※3/23(1囗）は講 演 会 開 催 の ため 午 後1 時15 分 から の 上 映 は 中止 し ます 。

3/16 臼 まで 学 習 資 料 展 「道 具 と く ら し」　 会 場 企 画 展示 室　 観 覧 無 料

3/8 ぐう午 前10 時 ～ 午 後

3時

体 験 教 室 ① 「 ち ょ っ と 昔 の せ ん た く ＆ ア イ ロ ン 体 験 」 会 場 プ レ イ

ル ー ム 前 テ ラ ス　 対 象 小 学生 以 上（随 時 受 付 ） 費 用 無 料

3/1c･15( 士忤 後 鴫 ～

2時 、午後2 時～3 時

体 験 教 室 ② 「石 臼 を 使 っ て タ ン ゴ を つ く ろ う 」　 会 場 実 習 室　 対

象 小 学 生 以 上　 定 員 当 日 先 着 各 回5 人　 費 用 無 料

3/2( 日)･9(Eﾖ片 後1BS30

分 ～3 時

学 芸 員 連 続 講 演 会　 内 容 学 芸 員 の 日 頃 の 研 究 成 果 を 発 表

3/ 2: 「 利 根 川 ［東 遷 』 論 」　 講 師 博 物 館 学 芸 員

3/ 9: 「 子 供 と 大 供 ：『郷 土 玩 具 』 の 社 会 史 」 講 師 博 物 館 学 芸 員

会 場 実習 室　 定 員当 日 先 着30 人　 費 用無 料

3/23(1[]片 後1 時30 分 ～

3時

館 長 講演 会 「 考 古 学 を 考え る 一 古 墳 と 陵 墓 」 内 容長 年 に わ た り 考

古 学 研 究 に 携 わ っ て き た 当 館 館長 岩 崎 卓 也 が考 古 学 の さ ま ざ ま な 問

題 に つい て 語 り ま す　 会 場 講 堂　 定 員 当 日 先 着80 人　 費 用 無 料

シ ル ク ロ ード ・ コレ ク シ ョ ン 公 開 資 料　　　　 ・

浮 彫 仏 伝 図 「 四 天 王 奉 鉢 」「梵 天 勧 請 」（パ キ ス タ ン 出 土 ）

江 戸 時 代 旅 装 束 試 着 体 験 … 毎 月 第1 日 曜 日 午 後1 時 ・2 畤 に 時 ・4 時 か ら 各 回 男 女 各1 人

圃 電 話 で 市 立 博 物 館 試 着 体 験 係 登384-82ﾜ2 へ

休 館 日 … 月曜 日 （祝 一休 日 の 場合 は 開館 レ 翌 日 休 館） ・第4 金 曜 日 ・年 末年 始 （12/28 ～1/4

開 館 時 間 … 午 前9 時30 分 ～ 午 後ら時（入 館 は 午 後4 時30 分 ま で ） 常 設 展 観 覧 料 …づ 投300 円

(240 円）､高 ・大 学 生 佑O 円（100 円い 」し 中 学生100 円（60 円 バ（　 ）内 は 団 体料 金/20 人 以 上 〕

を毎 週土 曜 日 は 、小 ・中 学 生 の観 覧 は無 料 で す。

ガ イド ツ アー （常 設 展示 解 説） …毎 日 午前 ｍ 時 ・午後2 時 から30 分 間 （参 加者 は 観覧 料 が必 要 ）

学芸 員 によ る 展示 スポ ット 解 説 …毎 週 日曜 日 午後2 時30 分 から20 分 間（参 加者 は 観覧 料 が 必要 ）

※来 館 者専 用 の 駐車 場は あ り ま せん の で 、21 世 紀 の森 と 広場 の 有料 駐車 場をご 利 用く ださ い 。

文化ホールギャラリー Q367-7810

会　期 内　　容 問い合わせ先

3/ 4 ㈲ ～　9( 日)油絵サークル第9回貝の花展 油絵サークル貝の花 ・関 口Q344 ―ﾜ363

3/ 6 團 ～　9( 日)明第1地区子ども会作品展 明 第1 地 区子ども 会育 成会R362 ―8385

3/ 7 窗 ～　9( 日) 聖徳大学卒業制作展 戸張　　　　　　O048 ―882 ―6261

3/11 ㈹ ～16([])
第19回松戸水彩会宸 松戸水彩会・野口　　　S363-2802

金里フォトクラブ写真展 金 里 フ ォ ト ク ラ ブ ・ 鈴 木 登384-6ﾜ89

3/18W ～23( 日)

華墨会展 華墨会・布目　　　　　Q343-ﾜ430

第11回小金原写友会作品展 小 金 原 写 友 会 り 珂部　　 昔 斜 トﾜ062

渡辺光良写真展 匚自然の詩」 渡 辺　　　　　　　　　ZS384  2304

ボタ ニカル アート｢ はなと み｣ｲ乍品 展 中 林　　　　　　　　　R345 ―0502

3/26(ﾎ) ～30( 日)

第6回桃杳会書道展 桃香会・垣木　　　　 登362－ﾜ095

加来 陽 子 と そ の 仲 間 達 パ ッ チ ワ

ー ク 牛 ル ト 展
山 田　　　　　　　　　25362 ― 945ﾜ

開館時間…午前10時～午後6時　休館日…月曜日

21 世紀の森と広場パークセンター 登345-8900

行　事　名 日　　時 講　　師 定員/費用 申し込み

園 芸 教 室 「春 か ら 夏

へ の 野 菜 づ く リ 」

3/ 9( 日)午 後1 時

30 分 ～3 時

みど り の 相 談 員

小 林 喜 代 次 氏
45 人/ 無 料 午 前9 時 ～ 午 後5 時 の

問 に 、電 話 で パ ー ク

セ ン タ ー0345-890

0 へ （先 着 回）
みどり の講習会｢ ハー

プ のあ る楽し い 暮らし｣

3/160 日)午 後IE 殕

30 分 ～3 時

ハ ープ 研 究 家 一

桐 原 春 子 氏
80 人/ 無 料

昆 虫 ウ オ ツ チ ン グ
3/30( 日)午 前10 時

～11 時30 分

自 然 解 説 員･ 馬

場 友 希 氏
25 人/ 無 料

当 日 パ ー ク セン タ ー

で （先 着 順）

〔雨 天 中 止 〕

相 談 …毎週水･ 上 一日曜 日と祝 日の 午前10 時 ～正 午と午 後1 時 ～3 時30 分 、み ど り の 相 談 員 に よ る

花 や 緑 に 関 す る 相談 を 行 っ て い ま す （電 話 でも 受 け 付 け ま す）。

休 館 日 … 月曜 日（た だし 祝 日 の 場合 は 開 館 し､ 翌 日 休 館 ）

開 館 時 間 …午 前9 時 ～ 午 後4 時 （3 月１日 比 か ら は 、 午 後4 時30 分 ま で ）

松戸駅市民ギャラリーの催し物は7面をご覧ください。

○ お気軽にご相談＜ださい ３ 月の相談あ んない ○　　　 対目談はすべて無料です。閉庁日の相談はありません。

相談名 期　 日 時　 間 会　 場 践

市政･ 一般民事
月～金曜日

午前8時30分～午後5時
市民相談課 市

民
相
談
課

｛‘366

・
７
３
１
９

※

一
般
民
事
相
談
＝

金
銭
・
身
の
上
・

相
続
・
離
婚
等

家
庭
問
題
の
相
談

交通事故 午 前9 時 ～ 午 後5 時

法律相談
(予約制)

月･火･木曜日 午後1 時～5 時

市

役
所

相
談

コー

ナ
ー

第1月曜日 午前9時～正午

税務相談 第2金曜日　！　午後1 時～5 時

登記相談 第3金曜日 午後1時～4時30 分

行政相談 第2･ 第4月曜日 午後1 時～3 時

不動産相談 水曜日 午後1 時～5 時

外国人相談 第2 ・第4 火 曜 日 午前9時～正午

住宅ﾘﾌｫｰﾑ ｜　第3水曜日 午前10時～午後4時 住宅課

労働相談 第1・第3月曜日 午後1 時～5 時 商工観光
課労政係※労働･ 内職相談は東葛飾支庁商工労政課(B361  -4089)でも行っています。

子育て相談 月～金曜日 午前8時30分～午後5時

すくすくさぽ－と21

S367-4646

ＣＭＳ子 育 て 支 援 セ ン

タ ー　Q394-5590

チェリッシュ・サポート・

システムQ308-5880

家庭児童相談 月～金曜日 午前9時～午後5時 児童福祉課内

S366-7347母子婦人相談 月～金曜日 午前8時45分～午後5時

就学相談( 予約制)
月～金曜日

午前9時～正午･午後

1時30分～4時30分

教育研究所（予約専用）

25366  ―7600教育相談( 予約制)

青少年相談
(電話)

月～金曜日

午前8時30分～
午後4時30 分

こども課

Q363-7867

青少年相談

(来所囗 予約制〕

午 前8 時30 分 ～

午後5 時

こども課

S366-7464

※住宅課S366-7366 、商工観光課S  366―7327

相談名 期　 日 時　 間 会　 場 嵳

人権相談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市斫隠ｺｰﾅｰ
千
葉
地
方
法
務
局
松
戸
支
局

市
民
相
談
課

晋
一。
一
・
７
３
１
９

3(月) 馬橋支所

4火 六実支所

収 小金支所

5團 常盤平支所

5冰） 新松戸市民ｾﾝﾀｰ

6休） 小金原市民ｾﾝﾀｰ

※人権相談は千葉地方 法務局松戸支局(S363-6278) でも行っています。

心

配

ご

と

相

談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役蔀 談ｺｰﾅｰ 社

会

福
祉

協

議
会

｛一一368

・

Ｏ
ｒ
０
０

３

3(月) 馬橋支所

4㈹ 六実支所

4㈹ 小金支所

5(水卜19 冰) 常盤平支所

5(水)り9 冰) 齟 戸赧ｾﾝﾀｰ

6休)・20沐) 小金原市民ｾﾝﾀｰ

痴ほう介護相談 28淦） 午後1時～3 時 社会福祉協議会

消費生活相談 月～金曜日 午前8時30分～午後4時
消費生活センター

S365-6565

ゆ う まつ ど

ここ ろ の 相 談

(予 約 制)

第1～第4月曜日
午前10時～午後4時 女性センター

(相談室直通)

S363-0505

第2～第4木曜日

第1木曜日 午後2時～8時

パ ート 労 働 悩みご

と相談 （予 約 制 ）
4叫

午後1時30 分～

4時30 分

女 性センター

S364-8778

高年 齢者 職業 相 談
月～ 金曜 日( 第

3木 曜 日を除 く)
午前9畤～午後5時

高年 齢者 職業相 談室

S368-5656
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見に行こう　聴いてみよう　=文化施設だより
= Q384-8181


